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※議会だよりに、御意見、御感想がありましたら、
　議会事務局「議会だより」係 までお願いします。
〒859-2202 南島原市有家町山川58番地 1

☎0957-73-6611
メールアドレス：gikai@city.minamishimabara.lg.jp

この南島原市議会だよりは環境にやさしい
「再生紙」と「植物性大豆油インキ」を使用
しています。

常
任
委
員
会
に
お

い
て
出
さ
れ
た
少

数
意
見
に
つ
い
て
は
、
本

会
議
に
お
け
る
議
員
の
判

断
材
料
と
な
る
た
め
、
少

数
意
見
留
保
と
い
う
手
続

を
行
っ
た
上
で
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
出
席
議
員

の
過
半
数
に
よ
り
議
会
の

意
思
が
確
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
委
員
会
は
議

会
の
予
備
的
な
審
査
機
関

で
あ
り
、
委
員
会
で
の
審

査
過
程
や
意
見
は
、
本
会

議
に
お
け
る
議
員
の
判
断

材
料
と
な
る
た
め
、
委
員

会
で
の
少
数
意
見
を
保
護

し
、
本
会
議
で
の
審
査
の

判
断
材
料
と
す
る
必
要
性

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
定
の
手

続
を
行
っ
た
少
数
意
見
留

保
者
は
、
委
員
長
報
告
と

と
も
に
併
せ
て
報
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
議
長
は
少
数
意

見
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

場
合
は
、
少
数
意
見
留
保

者
に
報
告
を
さ
せ
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

Ａ Q
委
員
会
で
出
た
少
数
意
見
を
、

本
会
議
で
発
表
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

次回の定例会は
6月17日
開会の予定です

電話 0957-73-6611
詳しくは議会事務局へお尋ねください。
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隈
部

　和
久

中
村

　久
幸

中
村

　哲
康

田
中

　次

金
子
憲
太
郎

吉
田
幸
一
郎

井
上

　末
喜

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編

　集

　後

　記

　今
年
は
桜
の
開
花
が
早

く
、
議
会
広
報
紙
が
皆
様

に
届
く
頃
に
は
葉
桜
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
議
会

に
お
い
て
も
一
般
質
問
の

時
間
短
縮
や
休
憩
中
の
窓

開
閉
な
ど
感
染
の
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。　市

の
行
事
も
、
成
人
式
の

中
止
や
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小

な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
私

達
の
日
常
生
活
に
お
い
て

も
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　４
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
が
少
な
い

た
め
に
全
て
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
接
種
で
き
る
ま
で

は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
を

要
す
る
よ
う
で
す
。

　発
症
の
予
防
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ワ
ク

チ
ン
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
に
な
り

ま
す
。
今
な
お
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
る
な
ど
不
自

由
な
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
災
害
か
ら
の
教

訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
普

段
の
平
穏
な
生
活
が
く
る

こ
と
を
願
う
毎
日
で
す
。

市
議
会
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田
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人
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　件

固定資産評価審査委員会委員
任期（令和３年５月 26日～令和 6年 5月 25 日）

人権擁護委員
任期（令和３年７月１日～令和６年６月 30日）

栗田 幸隆 氏
（口之津町）

井口 敬次 氏
（南有馬町）

中村 信彦 氏
（南有馬町）

平山 智恵美 氏
（南有馬町）

松島 輝子 氏
（有家町）

隈部 　次郎 氏
（布津町）
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第１回定例会（２月２５日開会～３月２２日閉会）において、３月５日、８日、９日の３日間、予算審査
特別委員会を開催し令和３年度一般会計当初予算について審議を行いました。

299億4,139万7千円
前年度比：46億3,097万8千円の減（13.4％減）

歳 出 歳 入（9）その他2.0%

（8）繰出金
8.7%

（6）投資的経費
15.3%

（5）補助費等
15.4%

（4）扶助費 20.2%

（2）物件費
13.5%

（1）人件費
15.3%

（7）公債費
9.5%

（8）繰出金
8.7%

（6）投資的経費
15.3%

（5）補助費等
15.4%

（4）扶助費 20.2%

（2）物件費
13.5%

（1）人件費
15.3%

（3）維持補修費
0.1%

（7）公債費
9.5%

《歳　出（支出）》

市債の状況

一般会計当初予算（千円） 家計簿に例えた場合（円）
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

人　件　費

物　件　費

維持補修費

扶　助　費

補 助 費 等

投資的経費

公　債　費

繰　出　金

そ　の　他

4,566,452

4,029,079

32,333

6,055,972

4,616,456

4,584,714

2,854,265

2,593,483

608,643

29,941,397

459,000

405,000

3,000

606,000

462,000

459,000

285,000

261,000

60,000

3,000,000合　　計 合　　計

食費・被服費

光 熱 費

車等の修理費

医 療 費

学費、各種会費

家の修繕費等

ローンの返済

子どもへの仕送り

そ の 他

一般会計当初予算（千円） 家計簿に例えた場合（円）
（A）

（B）

（C）

（D）

（E）

（F）

（G）

（H）

（ I ）

（ J ）

市　　　税

分担金・負担金

使用料・手数料

その他

地方譲与税

各種交付金

地方交付税

国・県支出金

繰　入　金

市　　　債

3,261,351

63,150

520,634

1,375,285

238,284

995,828

12,100,000

6,736,685

1,610,880

3,039,300

29,941,397

327,000

198,000

2,007,000

162,000

306,000

3,000,000合　　計 合　　計

基 本 給

各 種 手 当

親からの収入等

預金取り崩し

銀行からの借金

臨 時 財 政 対 策 債

臨 時 財 政 対 策 債 以 外

合 計

市民一人当たりの金額

《歳　入（収入）》

区　　分
2,820,430千円
22,238,494千円
25,058,924千円

563,971円

令和３年度末現在高見込
基金の状況

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

特 定 目 的 基 金

合 計

基金名
2,417,119千円
4,236,901千円
9,436,513千円
16,090,533千円

令和３年度末現在高見込

南島原市の一般会計当初予算を、年収300万円の家庭の家計簿に例えると…こんな感じです

（Ｉ）繰入金
5.4%

（F）各種交付金
　　3.2%

（E）地方譲与税
　　0.8%

（D）その他
　　4.6%

（C）使用料・手数料
　　1.8%

（B）分担金・負担金
　　0.2%

（G）地方交付税
40.4%

（G）地方交付税
40.4%

（H）国・県支出金
22.5%

（H）国・県支出金
22.5%

（J）市債
10.2%

（A）市税
10.9%

（J）市債
10.2%

（A）市税
10.9%

令和3年度 一般会計当初予算

≪宅地開発事業特別会計は、旧口之津第一小学校跡地の宅地開発事業が中止となり廃止になりました≫

87億2,833万7千円
前年度比：3億4,064万9千円の減（3.76％減）

令和３年度 特別会計予算

27億6,854万6千円
前年度比：2,464万4千円の増（0.9％増）

令和３年度 公営企業会計予算

15億6,683万2千円

80億3,069万1千円
国民健康保険税

57億639万9千円
保険給付費

主な歳入歳出予算

歳 入

歳 出

（前年度比：4.36％減）

19億193万7千円
（前年度比：0.11％減）

国民健康保険事業

4億6,786万7千円

6億9,764万6千円
後期高齢者医療保険料

6億8,847万8千円
広域連合納付金

主な歳入歳出予算

歳 入

歳 出

（前年度比：3.85％増）

後期高齢者医療

・給　水　戸　数／18,230 戸
・年間総給水量／5,238,300㎥
・一日平均給水量／     14,350㎥
・建設改良事業／基幹水道構造物耐震化
　　　　　　　　　事業（龍石浄水場）外

業務の予定量

水道事業会計

8億6,660万9千円
（前年度比：3.19％増）

・接　続　戸　数／1,878 戸
・年間総処理水量／537,783㎥
・主な建設改良事業の概要／
　開田雨水ポンプ場耐震対策事業

業務の予定量

下水道事業会計
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2,417,119千円
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令和３年度末現在高見込

南島原市の一般会計当初予算を、年収300万円の家庭の家計簿に例えると…こんな感じです
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（J）市債
10.2%

（A）市税
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令和3年度 一般会計当初予算

≪宅地開発事業特別会計は、旧口之津第一小学校跡地の宅地開発事業が中止となり廃止になりました≫

87億2,833万7千円
前年度比：3億4,064万9千円の減（3.76％減）

令和３年度 特別会計予算

27億6,854万6千円
前年度比：2,464万4千円の増（0.9％増）

令和３年度 公営企業会計予算

15億6,683万2千円

80億3,069万1千円
国民健康保険税

57億639万9千円
保険給付費

主な歳入歳出予算

歳 入

歳 出

（前年度比：4.36％減）

19億193万7千円
（前年度比：0.11％減）

国民健康保険事業

4億6,786万7千円

6億9,764万6千円
後期高齢者医療保険料

6億8,847万8千円
広域連合納付金

主な歳入歳出予算

歳 入

歳 出

（前年度比：3.85％増）

後期高齢者医療

・給　水　戸　数／18,230 戸
・年間総給水量／5,238,300㎥
・一日平均給水量／     14,350㎥
・建設改良事業／基幹水道構造物耐震化
　　　　　　　　　事業（龍石浄水場）外

業務の予定量

水道事業会計

8億6,660万9千円
（前年度比：3.19％増）

・接　続　戸　数／1,878 戸
・年間総処理水量／537,783㎥
・主な建設改良事業の概要／
　開田雨水ポンプ場耐震対策事業

業務の予定量

下水道事業会計
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一般会計補正予算（第10号）専決令和２年度 

新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金に要する経費

・食品衛生法の営業許可を受けている飲食店及び遊興施設
・午後８時から翌朝午前５時までの間の営業を行わないこと
・午後７時以降酒類の提供を行わないこと
・１月２０日から２月７日までの全１９日間実施すること　　
・１店舗：７６万円

＜対象施設＞
＜要請内容＞

＜支 援 額＞　

1億5,428万円
協　　力　　金

26万円
事　　務　　費

910万8千円
ワクチン接種委託料

4,719万6千円
そ の 他 の 経 費

国民健康保険事業（第4号） 後期高齢者医療（第2号）

令和３年第１回南島原市議会　臨時会

令和３年第１回南島原市議会　定例会

4

補正予算の総額

補正予算額 減額

増額1億5,454万円
一般会計補正予算（第12号）令和２年度 

南島原市事業継続支援金事業に要する経費

1億7,100万円
支　　援　　金

148万6千円
事　　務　　費

令和３年第１回南島原市議会　定例会

補正予算の総額 増額1億7,248万6千円

342万3千円

一般会計補正予算（第11号）令和２年度 

新型コロナウイルスワクチンの迅速かつ円滑な接種体制の整備及び
医療従事者への接種に要する経費

① 市道維持管理事業（排水ポンプ整備） 　 
② 農業用施設災害復旧事業
③ 農地災害復旧事業　　　
④ 決算見込みによる事業費の増減 
⑤ 公共施設整備基金積立金
⑥ 学校施設整備基金積立金
⑦ 減債基金積立金

4,003万8千円　　 
5千万円　
2千万円　　　
 ▲１３億4,287万9千円
6億円
１億４千円
8,224万８千円

ふるさと支え愛
プロジェクト

島鉄跡地
（旧北有馬駅）

農業用施設災害（水路）

① 予防対策（予防接種）事業
② 小・中学校管理費
③ 自転車歩行者専用道路整備事業
④ 小・中学校施設整備・改修事業 
⑤ 公共土木施設災害復旧事業

2億4,440万9千円
1,880万円
8億5千万円
2億1,126万5千円
2,890万1千円

・任用職員１名の退職　362万4千円 減額
・財政調整基金積立金　  20万1千円 増額

補正予算額 増額3,063万1千円

補正予算額 増額1,350万円

・広域市町村圏組合負担金　  105万6千円
・広域連合保険料負担金　   2,957万５千円

・ポンプ場建設改良に要する経費

特別会計補正予算令和２年度 

補正予算の総額 増額5,630万4千円
一般会計補正予算（第13号）令和２年度 

補正予算の総額 減額4億5,058万9千円

一般会計補正予算（第14号）令和２年度 

補正予算の総額 増額14億142万4千円

① 感染防止に要する経費
② 事業継続支援に要する経費
③ 生活支援に要する経費　　　
④ 経済支援に要する経費

主な計上事業

2,901万5千円
1,731万3千円
838万7千円
4,966万円

一般会計補正予算（第1号）令和３年度 

補正予算の総額 増額1億437万5千円
下水道事業会計補正予算（第1号）令和２年度 

・商工業… １億 2,100万円 
・農林業…2,200万円  ・水産業…2,800万円         

＜要　　件＞
　・本年１月又は２月の売り上げが対前年比（また
　は対前々年比）２０％以上減少した（市が示す給
　付要件を満たす）市内事業者
＜支 援 額＞
　・減収率　▲２０％以上
　　　　　　▲５０％未満の事業者：１０万円
　・減収率　▲５０％以上の事業者：２０万円
※申請受付期間
　令和３年３月８日（月）～同年５月31日（月）
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一般会計補正予算（第10号）専決令和２年度 

新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金に要する経費

・食品衛生法の営業許可を受けている飲食店及び遊興施設
・午後８時から翌朝午前５時までの間の営業を行わないこと
・午後７時以降酒類の提供を行わないこと
・１月２０日から２月７日までの全１９日間実施すること　　
・１店舗：７６万円

＜対象施設＞
＜要請内容＞

＜支 援 額＞　

1億5,428万円
協　　力　　金

26万円
事　　務　　費

910万8千円
ワクチン接種委託料

4,719万6千円
そ の 他 の 経 費

国民健康保険事業（第4号） 後期高齢者医療（第2号）

令和３年第１回南島原市議会　臨時会

令和３年第１回南島原市議会　定例会

4

補正予算の総額

補正予算額 減額

増額1億5,454万円
一般会計補正予算（第12号）令和２年度 

南島原市事業継続支援金事業に要する経費

1億7,100万円
支　　援　　金

148万6千円
事　　務　　費

令和３年第１回南島原市議会　定例会

補正予算の総額 増額1億7,248万6千円

342万3千円

一般会計補正予算（第11号）令和２年度 

新型コロナウイルスワクチンの迅速かつ円滑な接種体制の整備及び
医療従事者への接種に要する経費

① 市道維持管理事業（排水ポンプ整備） 　 
② 農業用施設災害復旧事業
③ 農地災害復旧事業　　　
④ 決算見込みによる事業費の増減 
⑤ 公共施設整備基金積立金
⑥ 学校施設整備基金積立金
⑦ 減債基金積立金

4,003万8千円　　 
5千万円　
2千万円　　　
 ▲１３億4,287万9千円
6億円
１億４千円
8,224万８千円

ふるさと支え愛
プロジェクト

島鉄跡地
（旧北有馬駅）

農業用施設災害（水路）

① 予防対策（予防接種）事業
② 小・中学校管理費
③ 自転車歩行者専用道路整備事業
④ 小・中学校施設整備・改修事業 
⑤ 公共土木施設災害復旧事業

2億4,440万9千円
1,880万円
8億5千万円
2億1,126万5千円
2,890万1千円

・任用職員１名の退職　362万4千円 減額
・財政調整基金積立金　  20万1千円 増額

補正予算額 増額3,063万1千円

補正予算額 増額1,350万円

・広域市町村圏組合負担金　  105万6千円
・広域連合保険料負担金　   2,957万５千円

・ポンプ場建設改良に要する経費

特別会計補正予算令和２年度 

補正予算の総額 増額5,630万4千円
一般会計補正予算（第13号）令和２年度 

補正予算の総額 減額4億5,058万9千円

一般会計補正予算（第14号）令和２年度 

補正予算の総額 増額14億142万4千円

① 感染防止に要する経費
② 事業継続支援に要する経費
③ 生活支援に要する経費　　　
④ 経済支援に要する経費

主な計上事業

2,901万5千円
1,731万3千円
838万7千円
4,966万円

一般会計補正予算（第1号）令和３年度 

補正予算の総額 増額1億437万5千円
下水道事業会計補正予算（第1号）令和２年度 

・商工業… １億 2,100万円 
・農林業…2,200万円  ・水産業…2,800万円         

＜要　　件＞
　・本年１月又は２月の売り上げが対前年比（また
　は対前々年比）２０％以上減少した（市が示す給
　付要件を満たす）市内事業者
＜支 援 額＞
　・減収率　▲２０％以上
　　　　　　▲５０％未満の事業者：１０万円
　・減収率　▲５０％以上の事業者：２０万円
※申請受付期間
　令和３年３月８日（月）～同年５月31日（月）



こ
と
に
な
る
。

　
　
　西
有
家
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
29
年
間
も
使
っ
て
い

る
。
深
江
の
セ
ン
タ
ー
は
ま

だ
15
年
し
か
使
っ
て
な
い
。

ま
だ
10
年
以
上
は
使
え
る
。

　
　
　
　私
ど
も
は
議
会
の

了
解
を
い
た
だ
い
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
一
つ
の

事
業
に
対
し
て
95
通
の
文
書

回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
こ
の
よ
う
な
生
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　こ
う
い
う
形
で
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　１
４
８
通
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
１
４
５

通
が
「
深
江
の
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
運
ん
で
く

れ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

要
望
に
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
　深
江
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
て
、新
給
食
セ
ン
タ
ー

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　南
島
原
市
全

体
の
給
食
の
あ
り
よ
う

を
考
え
て
新
セ
ン
タ
ー

１
か
所
で
供
用
を
開
始

す
る
。

　
　
　

深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
も
使
っ
て
い

る
。
今
後
も
使
え
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

　
　
　
　今
後
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
使

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
給

食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
、

供
用
開
始
ま
で
は
使
え
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
が
使
え
な
い
理
由
は
何

か
。　

　
　

 

　使
え
る
か
使
え
な

い
か
よ
り
も
、
１
か
所
で
供

用
開
始
に
な
れ
ば
使
わ
な
い
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

新型コロナウイルス
に対する市の対応は

　
　

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
い

て
、
農
業
、
漁
業
、
製
造
業

に
対
す
る
支
援
を
南
島
原
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
ま
た

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　国
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
だ
け

は
十
分
す
ぎ
る
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
る
と
い
う
世
間
一

般
の
話
を
よ
く
聞
く
が
、
市

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　長
崎
県
の
要
請
を
受

け
、
営
業
時
間
の
短
縮
要
請

に
応
じ
た
飲
食
店
等
へ
協
力

金
を
支
給
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
飲
食
店
等
と
直
接
・

間
接
的
に
取
引
が
あ
っ
た
事

業
者
等
へ
の
支
援
は
な
か
っ

た
。　そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
あ
る
い
は
飲
食
店

等
の
時
短
営
業
や
不
要
不
急

の
外
出
、
移
動
の
自
粛
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
市
内
事
業

者
を
支
援
す
る
こ
と
に
し

た
。
要
件
と
し
て
は
、
本
年

１
月
ま
た
は
２
月
の
売
り
上

げ
が
対
前
年
比
、
ま
た
は
対

前
々
年
比
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は

20
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す

る
も
の
で
、
経
費
の
負
担
割

合
は
県
２
分
の
１
、
市
２
分

の
１
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

売
上
高
が
20
％
以
上
、
50
％

未
満
減
少
し
た
事
業
者
に
対

し
て
、
市
単
独
で
10
万
円
の

支
援
金
を
支
給
す
る
。

　
　
　納
入
業
者
に
関
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
関
係
で
学
校
給

食
等
に
納
入
し
て
い
る
業
者

も
大
変
売
り
上
げ
が
落
ち
て

い
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。　

　
　農
業
、
漁
業
を
含
む

市
内
の
全
て
の
業
種
を
対
象

に
し
た
対
応
を
考
え
て
、
今

議
会
の
皆
様
方
の
御
理
解
を

い
た
だ
い
て
そ
う
い
う
仕
組

作
り
を
行
っ
て
い
く
方
向
で

あ
る
。

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

市
長

市
長

　
　
　南
島
原
市
の
児
童
生

徒
全
て
に
１
か
所
で
作
っ
た

給
食
を
食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
律
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　法
律
は
な
い
。

　
　
　深
江
の
住
民
は
深
江

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
地
産
地

消
の
給
食
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
こ
の
願
い

を
法
的
根
拠
も
示
せ
ず
押
し

つ
ぶ
す
こ
と
は
市
民
の
上
に

市
長
や
教
育
長
を
置
く
こ
と

に
な
り
許
せ
な
い
。
深
江
の

住
民
の
願
い
を
か
な
え
て
ほ

し
い
こ
と
を
言
っ
て
終
わ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

小 林 知 誠 議員

現
　
　
　

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
の
関
係
法
令
案
を
閣
議
決

定
し
た
が
、
本
市
は
今
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、
具
体
的
な
改
革

の
準
備
は
進
ん
で
い
る
の

か
。　

　
　各
種
申
請
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
推
進
や
押
印
申
請

の
見
直
し
、
人
工
知
能
、（
パ

ソ
コ
ン
の
）Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
利

活
用
に
取
り
組
む
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
は
、
令
和

３
年
３
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
に
対
応
し
た
医

療
機
関
や
薬
局
な
ど
で
順

次
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　本
市
の
行
政
事
務
で
申
請

書
等
の
押
印
は
現
在
１
，
５

０
０
件
あ
る
が
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
押
印
を
廃
止
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
各
部

局
に
お
い
て
順
次
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
お
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
効
率
化
の
推

進
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　施
設
園
芸
作
物
の
イ

チ
ゴ
、ト
マ
ト
等
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
を
導
入

し
た
農
業
新
技
術
活
用
実
証

事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　本
市
独
自
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
方
法
や
手
順
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　国
の
指
示
に
よ
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
期
間
は
、
令
和
３
年
２

月
17
日
か
ら
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
対
象
者
の
方
へ

接
種
券
を
発
送
し
、
予
約
は

市
が
委
託
し
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　本
市
の
ワ
ク

チ
ン
予
算
は
、総
額
３
億
１
，

０
１
４
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
者
等
に
つ
い
て

は
、医
療
従
事
者
約
２
千
名
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
１

万
８
，
５
０
０
名
、
基
礎
疾

患
者
約
５
千
名
、
高
齢
者
施

設
の
従
事
者
が
約
７
０
０

名
、
全
体
で
約
４
万
４
，
４

０
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
本
市
と
雲
仙
市
と
一

緒
に
、
医
師
会
に
ス
ム
ー
ズ

な
接
種
を
要
望
し
て
い
く
。

黒 岩 英 雄 議員

議
員

　
　
　　

　
　特
に
コ
ロ
ナ
の
発
生

と
と
も
に
経
済
的
な
打
撃
が

大
変
影
響
し
て
い
る
。
救
済

方
法
は
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
飲
食
店
等
の
時
短
営

業
等
に
対
し
、
今
後
も
逐
次
状

況
を
把
握
し
、
国
・
県
と
連
携

し
、必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
　本
市
の
事
業
継
続
支

援
金
が
今
議
会
で
可
決
し
た

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
通
知
す
る
よ

う
に
お
願
い
す
る
。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
方
法
は
、
市
民
に
通

知
す
る
前
に
徹
底
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　現
在
、
医
療

従
事
者
の
先
行
接
種
が
２
月

17
日
か
ら
行
わ
れ
、
ワ
ク
チ

ン
の
日
本
へ
の
到
着
状
況
を

見
な
が
ら
の
状
況
で
、
本
市

の
基
本
型
施
設
の
泉
川
病
院

に
つ
い
て
、
第
２
弾
が
３
月

22
日
か
29
日
の
週
に
届
く
予

定
で
２
９
８
人
分
、
そ
し
て

第
３
弾
が
４
月
12
日
か
19
日

の
週
に
１
，
６
１
０
人
分
。

こ
れ
が
医
療
従
事
者
の
分
だ

と
思
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、

ま
だ
南
島
原
市
の
医
療
従
事

者
さ
え
も
接
種
を
受
け
ら
れ

な
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　本
市
出
身
の
大
学
生

の
接
種
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　も
し
、
東
京

に
お
住
ま
い
な
ら
ば
、
何
区

の
何
々
病
院
と
い
う
こ
と

で
、
接
種
申
請
を
し
、
今
住

ま
い
の
区
役
所
に
提
出
し
、

そ
こ
か
ら
許
可
が
出
て
接
種

す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
　
　今
の
状
況
を
聞
き
た

い
。　

　
　
　
　
　現
在
加
盟
店

舗
数
は
３
１
１
店
舗
で
、
ユ
ー

ザ
ー
登
録
者
数
は
８
，
９
６
４

人
、
チ
ャ
ー
ジ
金
額
は
２
億
３

０
０
万
円
で
、
既
に
１
億
１
，

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
加
盟

店
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　執
行
率
が
63
・
９
％

だ
と
、
３
月
15
日
締
切
り
な

の
で
執
行
残
が
36
・
１
％
だ

が
、
魅
力
が
な
い
の
か
、Ｐ

Ｒ
が
足
り
な
い
の
か
。

※

答
弁
時
間
が
な
い
た
め
、

答
弁
な
し
。

松 永 忠 次 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

まだ南島原市の医療従事者
さえも接種を受けられない
状況と考えられる。

市民に通知する前に
徹底したシミュレー
ションはできるのか
福
祉
保
健
部
長

マイナンバーで健康
保険証や押印の廃止
などを進めている。

デジタル化の推進
を早く進めるべき
と思うが

議
員

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

地
域
振
興
部
長

吉 岡 　 巖 議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

法律はない。

一つの給食センターで作
ったものを市全体の児童
生徒に食べさせなければ
ならない法律があるか。
教
育
長

　
　

農
業
、
漁
業
、
製
造
業
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

深江学校給食センター

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

南島原市事業継続支援金
長崎県の要請に基づく飲食店等の時短営業や不要不急の外出・移動の自粛により
影響を受け、売り上げが減少した市内事業者を支援する。
〈要件〉
・市内に主たる事業所を有する法人又は、市内に住所を有する個人。
・本年 1月又は 2 月の売り上げが対前年比 ( または対前々年 )20% 以上減収となる者。
　但し、前年収入のうち当該事業収入の割合が50% を超え、かつ60 万円以上 / 年の収入があること。
・時短営業協力金受給事業者を除く。
・時短営業を実施した県内の飲食店と直接・間接の取引があること。
・県内における不要不急の外出・移動自粛による直接的な影響を受けたこと。
〈支援額〉
・減収率　▲20% 以上▲50% 未満の事業者：10 万円
・減収率　▲50% 以上の事業者：20 万円



こ
と
に
な
る
。

　
　
　西
有
家
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
29
年
間
も
使
っ
て
い

る
。
深
江
の
セ
ン
タ
ー
は
ま

だ
15
年
し
か
使
っ
て
な
い
。

ま
だ
10
年
以
上
は
使
え
る
。

　
　
　
　私
ど
も
は
議
会
の

了
解
を
い
た
だ
い
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
一
つ
の

事
業
に
対
し
て
95
通
の
文
書

回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
こ
の
よ
う
な
生
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　こ
う
い
う
形
で
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　１
４
８
通
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
１
４
５

通
が
「
深
江
の
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
運
ん
で
く

れ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

要
望
に
ど
う
応
え
る
か
。

　
　
　深
江
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
て
、新
給
食
セ
ン
タ
ー

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　南
島
原
市
全

体
の
給
食
の
あ
り
よ
う

を
考
え
て
新
セ
ン
タ
ー

１
か
所
で
供
用
を
開
始

す
る
。

　
　
　

深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
も
使
っ
て
い

る
。
今
後
も
使
え
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。

　
　
　
　今
後
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
使

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
給

食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
、

供
用
開
始
ま
で
は
使
え
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　深
江
の
給
食
セ
ン

タ
ー
が
使
え
な
い
理
由
は
何

か
。　

　
　

 

　使
え
る
か
使
え
な

い
か
よ
り
も
、
１
か
所
で
供

用
開
始
に
な
れ
ば
使
わ
な
い
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

新型コロナウイルス
に対する市の対応は

　
　

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
い

て
、
農
業
、
漁
業
、
製
造
業

に
対
す
る
支
援
を
南
島
原
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
ま
た

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　国
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
だ
け

は
十
分
す
ぎ
る
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
る
と
い
う
世
間
一

般
の
話
を
よ
く
聞
く
が
、
市

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　長
崎
県
の
要
請
を
受

け
、
営
業
時
間
の
短
縮
要
請

に
応
じ
た
飲
食
店
等
へ
協
力

金
を
支
給
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
飲
食
店
等
と
直
接
・

間
接
的
に
取
引
が
あ
っ
た
事

業
者
等
へ
の
支
援
は
な
か
っ

た
。　そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
あ
る
い
は
飲
食
店

等
の
時
短
営
業
や
不
要
不
急

の
外
出
、
移
動
の
自
粛
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
た
市
内
事
業

者
を
支
援
す
る
こ
と
に
し

た
。
要
件
と
し
て
は
、
本
年

１
月
ま
た
は
２
月
の
売
り
上

げ
が
対
前
年
比
、
ま
た
は
対

前
々
年
比
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は

20
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す

る
も
の
で
、
経
費
の
負
担
割

合
は
県
２
分
の
１
、
市
２
分

の
１
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

売
上
高
が
20
％
以
上
、
50
％

未
満
減
少
し
た
事
業
者
に
対

し
て
、
市
単
独
で
10
万
円
の

支
援
金
を
支
給
す
る
。

　
　
　納
入
業
者
に
関
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
関
係
で
学
校
給

食
等
に
納
入
し
て
い
る
業
者

も
大
変
売
り
上
げ
が
落
ち
て

い
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。　

　
　農
業
、
漁
業
を
含
む

市
内
の
全
て
の
業
種
を
対
象

に
し
た
対
応
を
考
え
て
、
今

議
会
の
皆
様
方
の
御
理
解
を

い
た
だ
い
て
そ
う
い
う
仕
組

作
り
を
行
っ
て
い
く
方
向
で

あ
る
。

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

市
長

市
長

　
　
　南
島
原
市
の
児
童
生

徒
全
て
に
１
か
所
で
作
っ
た

給
食
を
食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
律
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　法
律
は
な
い
。

　
　
　深
江
の
住
民
は
深
江

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
地
産
地

消
の
給
食
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
。
こ
の
願
い

を
法
的
根
拠
も
示
せ
ず
押
し

つ
ぶ
す
こ
と
は
市
民
の
上
に

市
長
や
教
育
長
を
置
く
こ
と

に
な
り
許
せ
な
い
。
深
江
の

住
民
の
願
い
を
か
な
え
て
ほ

し
い
こ
と
を
言
っ
て
終
わ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

小 林 知 誠 議員

現
　
　
　

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル

庁
の
関
係
法
令
案
を
閣
議
決

定
し
た
が
、
本
市
は
今
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
利

便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、
具
体
的
な
改
革

の
準
備
は
進
ん
で
い
る
の

か
。　

　
　各
種
申
請
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
推
進
や
押
印
申
請

の
見
直
し
、
人
工
知
能
、（
パ

ソ
コ
ン
の
）Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
利

活
用
に
取
り
組
む
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
は
、
令
和

３
年
３
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
に
対
応
し
た
医

療
機
関
や
薬
局
な
ど
で
順

次
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　本
市
の
行
政
事
務
で
申
請

書
等
の
押
印
は
現
在
１
，
５

０
０
件
あ
る
が
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
押
印
を
廃
止
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
各
部

局
に
お
い
て
順
次
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
お
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
効
率
化
の
推

進
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　施
設
園
芸
作
物
の
イ

チ
ゴ
、ト
マ
ト
等
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
を
導
入

し
た
農
業
新
技
術
活
用
実
証

事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　本
市
独
自
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
方
法
や
手
順
を
お

聞
き
し
た
い
。

　
　
　国
の
指
示
に
よ
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
期
間
は
、
令
和
３
年
２

月
17
日
か
ら
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
対
象
者
の
方
へ

接
種
券
を
発
送
し
、
予
約
は

市
が
委
託
し
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　本
市
の
ワ
ク

チ
ン
予
算
は
、総
額
３
億
１
，

０
１
４
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
者
等
に
つ
い
て

は
、医
療
従
事
者
約
２
千
名
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
１

万
８
，
５
０
０
名
、
基
礎
疾

患
者
約
５
千
名
、
高
齢
者
施

設
の
従
事
者
が
約
７
０
０

名
、
全
体
で
約
４
万
４
，
４

０
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
本
市
と
雲
仙
市
と
一

緒
に
、
医
師
会
に
ス
ム
ー
ズ

な
接
種
を
要
望
し
て
い
く
。

黒 岩 英 雄 議員

議
員

　
　
　　

　
　特
に
コ
ロ
ナ
の
発
生

と
と
も
に
経
済
的
な
打
撃
が

大
変
影
響
し
て
い
る
。
救
済

方
法
は
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
係
る
影
響
の

長
期
化
、
飲
食
店
等
の
時
短
営

業
等
に
対
し
、
今
後
も
逐
次
状

況
を
把
握
し
、
国
・
県
と
連
携

し
、必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
　本
市
の
事
業
継
続
支

援
金
が
今
議
会
で
可
決
し
た

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
通
知
す
る
よ

う
に
お
願
い
す
る
。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
方
法
は
、
市
民
に
通

知
す
る
前
に
徹
底
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　現
在
、
医
療

従
事
者
の
先
行
接
種
が
２
月

17
日
か
ら
行
わ
れ
、
ワ
ク
チ

ン
の
日
本
へ
の
到
着
状
況
を

見
な
が
ら
の
状
況
で
、
本
市

の
基
本
型
施
設
の
泉
川
病
院

に
つ
い
て
、
第
２
弾
が
３
月

22
日
か
29
日
の
週
に
届
く
予

定
で
２
９
８
人
分
、
そ
し
て

第
３
弾
が
４
月
12
日
か
19
日

の
週
に
１
，
６
１
０
人
分
。

こ
れ
が
医
療
従
事
者
の
分
だ

と
思
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、

ま
だ
南
島
原
市
の
医
療
従
事

者
さ
え
も
接
種
を
受
け
ら
れ

な
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　本
市
出
身
の
大
学
生

の
接
種
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　も
し
、
東
京

に
お
住
ま
い
な
ら
ば
、
何
区

の
何
々
病
院
と
い
う
こ
と

で
、
接
種
申
請
を
し
、
今
住

ま
い
の
区
役
所
に
提
出
し
、

そ
こ
か
ら
許
可
が
出
て
接
種

す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
　
　今
の
状
況
を
聞
き
た

い
。　

　
　
　
　
　現
在
加
盟
店

舗
数
は
３
１
１
店
舗
で
、
ユ
ー

ザ
ー
登
録
者
数
は
８
，
９
６
４

人
、
チ
ャ
ー
ジ
金
額
は
２
億
３

０
０
万
円
で
、
既
に
１
億
１
，

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
加
盟

店
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　執
行
率
が
63
・
９
％

だ
と
、
３
月
15
日
締
切
り
な

の
で
執
行
残
が
36
・
１
％
だ

が
、
魅
力
が
な
い
の
か
、Ｐ

Ｒ
が
足
り
な
い
の
か
。

※

答
弁
時
間
が
な
い
た
め
、

答
弁
な
し
。

松 永 忠 次 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

まだ南島原市の医療従事者
さえも接種を受けられない
状況と考えられる。

市民に通知する前に
徹底したシミュレー
ションはできるのか
福
祉
保
健
部
長

マイナンバーで健康
保険証や押印の廃止
などを進めている。

デジタル化の推進
を早く進めるべき
と思うが

議
員

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

地
域
振
興
部
長

吉 岡 　 巖 議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

法律はない。

一つの給食センターで作
ったものを市全体の児童
生徒に食べさせなければ
ならない法律があるか。
教
育
長

農
業
、
漁
業
、
製
造
業
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　
　
　 新型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

深江学校給食センター

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

南島原市事業継続支援金
長崎県の要請に基づく飲食店等の時短営業や不要不急の外出・移動の自粛により
影響を受け、売り上げが減少した市内事業者を支援する。
〈要件〉
・市内に主たる事業所を有する法人又は、市内に住所を有する個人。
・本年 1月又は 2 月の売り上げが対前年比 ( または対前々年 )20% 以上減収となる者。
　但し、前年収入のうち当該事業収入の割合が50% を超え、かつ60 万円以上 / 年の収入があること。
・時短営業協力金受給事業者を除く。
・時短営業を実施した県内の飲食店と直接・間接の取引があること。
・県内における不要不急の外出・移動自粛による直接的な影響を受けたこと。
〈支援額〉
・減収率　▲20% 以上▲50% 未満の事業者：10 万円
・減収率　▲50% 以上の事業者：20 万円



し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
業

等
に
該
当
を
し
な
か
っ
た
事

業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　市
と
し
て
も
一
定
の

基
準
と
い
う
の
は
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
も
の
を
踏
ま

え
な
が
ら
支
援
措
置
と
い
う

の
は
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　感
染
者
を
出
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、

自
主
的
に
２
か
月
以
上
休
業

さ
れ
て
い
る
事
業
者
も
お
ら

れ
る
の
で
、
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　安
心
し
て
不
安
の
な

い
よ
う
な
形
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
接
種
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、

市
民
の
方
へ
の
情
報
提
供
も

必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
予
約
か
ら

い
ろ
ん
な
業
務
を
担
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
業
務
を
集

　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

る
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
南
島
原
市
に
お
い
て
も
独

自
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。
本

年
１
月
に
は
、
県
の
事
業
と

し
て
飲
食
店
等
に
対
し
感
染

症
拡
大
防
止
営
業
時
間
短
縮

協
力
金
と
し
て
、
要
請
に
応

じ
た
飲
食
店
に
対
し
て
協
力

金
の
支
給
が
な
さ
れ
、ま
た
、

飲
食
店
な
ど
に
対
す
る
時
短

営
業
や
不
要
不
急
の
外
出
等

の
自
粛
要
請
の
影
響
で
、
売

上
げ
が
減
少
し
た
事
業
者
へ

の
支
援
も
２
月
に
決
定
さ
れ

た
。
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　一
年
前
の
令
和
２
年

２
月
27
日
、
市
長
・
副
市
長
・

担
当
職
員
は
、
全
員
協
議
会

で
私
達
に
説
明
し
た
が
、
覚

え
て
い
る
か
。

　
　
　２
月
27
日
の
何
に
つ

い
て
の
説
明
な
の
か
。

　
　
　最
初
に
市
長
は
電
子

通
貨
事
業
の
説
明
を
、①
㈱

福
岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
て

内
部
で
議
論
し
た
こ
と
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
の
対

応
と
市
民
の
お
金
が
市
外
へ

流
出
す
る
こ
と
の
抑
制
を
同

時
に
達
成
で
き
る
取
組
を
図

る
こ
と
。

③
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
銀
行
・
商
工
会
・
市
で

連
携
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
内
容

説
明
だ
が
覚
え
て
い
る
か
。

　
　
　た
ぶ
ん
、
そ
の
趣
旨

の
話
は
し
た
と
思
う
。
そ
の

時
の
資
料
が
そ
れ
で
あ
っ
た

ら
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　①
企
画
・
立
案
は
㈱

福
岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
。

②
十
八
親
和
銀
行
は
地
域
通

貨
の
管
理
運
営
。

③
市
の
役
目
は
利
用
者
拡
大

の
取
組
。
行
政
ポ
イ
ン
ト
の

付
与
、
公
金
の
収
納
・
支
出
。

④
銀
行
は
こ
の
事
業
に
よ
っ

て
窓
口
業
務
の
効
率
化
、
収

益
の
確
保
、
地
域
貢
献
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
期
待
す
る

等
の
説
明
を
さ
れ
た
が
、
私

達
議
会
の
反
応
は
思
い
出
せ

る
か
。

　
　
　
　銀
行
に
対
す
る
肩

入
れ
を
し
過
ぎ
る
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
　
　今
、
市
民
の
中
で
、

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
、
ガ
ラ
ケ
ー
の
人
か
ら
、

「
私
達
は
切
り
捨
て
か
。」「
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
者
だ
け

で
進
む
の
か
。」
と
の
声
が

あ
る
、
市
長
の
考
え
を
。

　
　
　ミ
ナ
コ
イ
ン
事
業

は
、市
外
に
流
れ
る
お
金
を
、

市
内
で
使
っ
て
も
ら
い
、
市

内
の
事
業
者
が
潤
っ
て
活
性

化
す
る
こ
と
が
基
本
。
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
な
い
、ま
た
、

ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
る
状

況
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

る
。　

　
　加
盟
店
の
方
々
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
上
に
銀
行

に
換
金
手
数
料
1
・
5
％
＋

消
費
税
を
取
ら
れ
る
。

銀
行
は
チ
ャ
ー
ジ
額
１
％
の

付
与
、
0
・
5
％
は
収
益
。

一
年
後
は
ポ
イ
ン
ト
も
コ
イ

ン
も
自
動
的
に
消
滅
す
る
。

議
員

議
員

議
員

休
業
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

中
で
き
る
形
を
取
っ
て
い

る
。　初

め
て
の
接
種
と
い
う
こ

と
で
、
副
反
応
等
も
報
道
を

さ
れ
て
い
る
。
接
種
に
当

た
っ
て
は
、
い
ろ
ん
な
不
安

を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
今
後
も
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
と
か
安
全

性
、
あ
る
い
は
副
反
応
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
防
災
無
線

等
の
活
用
な
ど
接
種
に
関
す

る
広
報
活
動
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　臨
床
試
験
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
95
％
の
発
症

の
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。ま
た
頭
痛
、腫
れ
、

痛
み
、
倦
怠
感
な
ど
の
副
反

応
も
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

議
員

議
員

議
員

議
員

現
　
　
　

最
近
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
用
し
た
成
育
や
肥

料
、
農
薬
の
散
布
等
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
資
格
取
得
の

た
め
の
講
習
会
の
助
成
が
で

き
な
い
か
。

　
　
　本
市
で
は
、
令
和
３

年
度
に
南
島
原
ア
グ
リ
テ
ク

ノ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
専
業

農
家
は
も
と
よ
り
、
兼
業
農

家
や
高
齢
化
し
た
農
業
者
を

対
象
に
、
露
地
作
物
で
あ
る

水
稲
や
野
菜
等
の
防
除
作
用

の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、

農
薬
散
布
な
ど
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
実
証
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。
講
習
会
へ
の
援
助
は
、

実
証
事
業
に
お
け
る
効
果
等

を
検
証
し
た
上
検
討
し
て
い

く
。　

　
　資
格
を
取
得
し
た
ら

ド
ロ
ー
ン
の
購
入
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
購
入
に
対
す

る
助
成
等
考
え
て
い
る
の

か
。　

　
　
　
　
　ま
ず
、ド
ロ
ー

ン
の
効
果
に
つ
い
て
実
証
す

る
よ
う
に
今
進
め
て
い
る
の

で
、
資
格
の
援
助
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

　
　

　
　
　数
年
前
の
熊
本
地
震

に
よ
り
、
基
礎
に
亀
裂
が
入

り
、
危
険
す
ぎ
る
状
態
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

早
い
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
最
近
で
は
熊
本
や
島
原

半
島
で
も
頻
繁
に
地
震
が
起

き
て
い
る
。
い
つ
大
き
い
地

震
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
状

態
で
危
険
な
と
き
に
地
震
、

台
風
、
災
害
時
に
分
団
詰
所

の
待
機
と
い
う
の
が
一
番
怖

い
と
皆
さ
ん
が
言
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
回

で
２
回
目
の
質
問
で
あ
る
。

も
し
も
の
時
は
誰
が
責
任
を

取
る
の
か
、
命
の
保
障
は
誰

が
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　口
之
津
第
五
分
団
詰

所
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
で
測
量
設
計
を
完
了
し
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
建

て
替
え
工
事
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
速
や
か
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
も
し
も

の
と
き
は
誰
が
責
任
を
取
る

の
か
と
の
こ
と
も
、
令
和
３

年
度
に
速
や
か
に
建
て
替
え

る
と
い
う
事
で
、
御
了
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

井 上 末 喜 議員

議
員

　
　
　未
来
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
事
業
の
詳
細
を
。

　
　
　
　
　
　未
来
農
業
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
と

は
、Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
に

よ
り
南
島
原
市
で
農
業
を
始

め
よ
う
と
す
る
就
農
希
望
者

が
、
農
業
の
体
験
、
研
修
、

農
地
の
確
保
、
農
業
関
係
機

材
の
確
保
な
ど
、
包
括
的
に

相
談
で
き
る
機
関
と
し
て
、

令
和
３
年
度
に
民
間
企
業
と

本
市
が
共
同
で
農
業
法
人
の

設
立
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
農
業
法
人
が
就
農
希
望
者

の
受
皿
と
な
り
、
２
年
間
の

農
業
研
修
を
実
施
、
３
年
目

か
ら
は
新
規
就
農
者
と
し
て

営
農
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
研
修
の

対
象
品
目
で
あ
る
、
温
州
ミ

カ
ン
を
主
体
と
し
た
果
樹
栽

培
に
取
り
組
む
農
業
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
果
樹
栽
培
面

積
の
拡
大
や
遊
休
農
地
の
解

消
を
図
り
、
農
業
振
興
を
展

開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
　
　サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
面
し
た
農
地
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
市
民

か
ら
の
苦
情
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路
、
島
鉄
跡
地
に
つ

い
て
は
、
今
現
在
、
１
期
地

区
、
加
津
佐
か
ら
南
有
馬
ま

で
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
３

月
に
一
応
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。そ
れ
が
完
了
し
次
第
、

地
元
説
明
会
に
入
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
そ

う
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、

地
元
の
方
と
解
決
の
方
法
を

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　以
前
、
南
島
原
市
で

取
り
組
ん
だ
電
解
水
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　減
農
薬
や
農

産
物
の
鮮
度
保
持
を
目
的
と

し
、
農
業
用
電
解
生
成
装
置

を
平
成
28
年
度
に
導
入
し
て

い
る
。
電
解
水
は
農
薬
の
代

用
と
し
て
使
用
で
き
、
殺
菌

効
果
が
あ
る
が
、
作
り
置
き

で
き
ず
、
生
成
す
る
作
業
に

時
間
が
か
か
る
た
め
利
用
希

望
者
が
少
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
ま
た
、
農
業
と
は

直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
係
で
、
消
毒
液
の
不
足
が

問
題
と
な
っ
た
際
、
殺
菌
効

果
が
あ
る
電
解
水
を
市
内
の

老
人
福
祉
施
設
や
市
民
に
配

布
し
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
。

中 村 哲 康 議員

市
長

市
長

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

髙 木 和 惠 議員

副
市
長

実証事業における効果等
を検証した上検討する。

ドローンの資格
取得について

市
長

この事業の目的は地域の経済
活性化！福祉事業ではない！

スマホを持って
いない人は切り
捨てか？
副
市
長

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員ド

ロ
ー
ン
の
資
格
取
得

に
つ
い
て

口
之
津
の
第
五
分
団
の

詰
所
の
施
工
に
つ
い
て

農
林
水
産
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

支援措置はすべきと
思っている。

コロナ感染症で
影響を受けた事
業者への支援は
市
長

未来農業フロンティア推進
事業を推進していく。

農業を活性化させるため
に、市はどのような対策
を講じていくのか
市
長

議
員

議
員

議
員

ＭＩＮＡコインの状況（令和3年3月16日時点）

キャンペーンの受付期間

利用人数　※上限15,000人 12,127人

 5千円　 23人

1千円　 22人

その他　 51人

2万円 11,890人

1万5千円　17人

1万円　124人

令和3年2月1日～
　　　　令和3年3月15日

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

田 中 次 　 議員

農業用ドローン

未来農業フロンティア推進事業イメージ

建
設
部
長



し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
業

等
に
該
当
を
し
な
か
っ
た
事

業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　市
と
し
て
も
一
定
の

基
準
と
い
う
の
は
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
も
の
を
踏
ま

え
な
が
ら
支
援
措
置
と
い
う

の
は
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　感
染
者
を
出
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、

自
主
的
に
２
か
月
以
上
休
業

さ
れ
て
い
る
事
業
者
も
お
ら

れ
る
の
で
、
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　安
心
し
て
不
安
の
な

い
よ
う
な
形
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
接
種
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、

市
民
の
方
へ
の
情
報
提
供
も

必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
予
約
か
ら

い
ろ
ん
な
業
務
を
担
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
業
務
を
集

　
　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

る
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
南
島
原
市
に
お
い
て
も
独

自
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。
本

年
１
月
に
は
、
県
の
事
業
と

し
て
飲
食
店
等
に
対
し
感
染

症
拡
大
防
止
営
業
時
間
短
縮

協
力
金
と
し
て
、
要
請
に
応

じ
た
飲
食
店
に
対
し
て
協
力

金
の
支
給
が
な
さ
れ
、ま
た
、

飲
食
店
な
ど
に
対
す
る
時
短

営
業
や
不
要
不
急
の
外
出
等

の
自
粛
要
請
の
影
響
で
、
売

上
げ
が
減
少
し
た
事
業
者
へ

の
支
援
も
２
月
に
決
定
さ
れ

た
。
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　一
年
前
の
令
和
２
年

２
月
27
日
、
市
長
・
副
市
長
・

担
当
職
員
は
、
全
員
協
議
会

で
私
達
に
説
明
し
た
が
、
覚

え
て
い
る
か
。

　
　
　２
月
27
日
の
何
に
つ

い
て
の
説
明
な
の
か
。

　
　
　最
初
に
市
長
は
電
子

通
貨
事
業
の
説
明
を
、①
㈱

福
岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
か
ら
提
案
を
受
け
て

内
部
で
議
論
し
た
こ
と
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
の
対

応
と
市
民
の
お
金
が
市
外
へ

流
出
す
る
こ
と
の
抑
制
を
同

時
に
達
成
で
き
る
取
組
を
図

る
こ
と
。

③
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
銀
行
・
商
工
会
・
市
で

連
携
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
内
容

説
明
だ
が
覚
え
て
い
る
か
。

　
　
　た
ぶ
ん
、
そ
の
趣
旨

の
話
は
し
た
と
思
う
。
そ
の

時
の
資
料
が
そ
れ
で
あ
っ
た

ら
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　①
企
画
・
立
案
は
㈱

福
岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
。

②
十
八
親
和
銀
行
は
地
域
通

貨
の
管
理
運
営
。

③
市
の
役
目
は
利
用
者
拡
大

の
取
組
。
行
政
ポ
イ
ン
ト
の

付
与
、
公
金
の
収
納
・
支
出
。

④
銀
行
は
こ
の
事
業
に
よ
っ

て
窓
口
業
務
の
効
率
化
、
収

益
の
確
保
、
地
域
貢
献
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
期
待
す
る

等
の
説
明
を
さ
れ
た
が
、
私

達
議
会
の
反
応
は
思
い
出
せ

る
か
。

　
　
　
　銀
行
に
対
す
る
肩

入
れ
を
し
過
ぎ
る
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
　
　今
、
市
民
の
中
で
、

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
、
ガ
ラ
ケ
ー
の
人
か
ら
、

「
私
達
は
切
り
捨
て
か
。」「
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
者
だ
け

で
進
む
の
か
。」
と
の
声
が

あ
る
、
市
長
の
考
え
を
。

　
　
　ミ
ナ
コ
イ
ン
事
業

は
、市
外
に
流
れ
る
お
金
を
、

市
内
で
使
っ
て
も
ら
い
、
市

内
の
事
業
者
が
潤
っ
て
活
性

化
す
る
こ
と
が
基
本
。
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
な
い
、ま
た
、

ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
る
状

況
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

る
。　

　
　加
盟
店
の
方
々
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
上
に
銀
行

に
換
金
手
数
料
1
・
5
％
＋

消
費
税
を
取
ら
れ
る
。

銀
行
は
チ
ャ
ー
ジ
額
１
％
の

付
与
、
0
・
5
％
は
収
益
。

一
年
後
は
ポ
イ
ン
ト
も
コ
イ

ン
も
自
動
的
に
消
滅
す
る
。

議
員

議
員

議
員

休
業
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

市
長

中
で
き
る
形
を
取
っ
て
い

る
。　初

め
て
の
接
種
と
い
う
こ

と
で
、
副
反
応
等
も
報
道
を

さ
れ
て
い
る
。
接
種
に
当

た
っ
て
は
、
い
ろ
ん
な
不
安

を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
今
後
も
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
と
か
安
全

性
、
あ
る
い
は
副
反
応
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
防
災
無
線

等
の
活
用
な
ど
接
種
に
関
す

る
広
報
活
動
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　臨
床
試
験
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
95
％
の
発
症

の
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。ま
た
頭
痛
、腫
れ
、

痛
み
、
倦
怠
感
な
ど
の
副
反

応
も
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

議
員

議
員

議
員

議
員

現
　
　
　

最
近
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
用
し
た
成
育
や
肥

料
、
農
薬
の
散
布
等
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
資
格
取
得
の

た
め
の
講
習
会
の
助
成
が
で

き
な
い
か
。

　
　
　本
市
で
は
、
令
和
３

年
度
に
南
島
原
ア
グ
リ
テ
ク

ノ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
専
業

農
家
は
も
と
よ
り
、
兼
業
農

家
や
高
齢
化
し
た
農
業
者
を

対
象
に
、
露
地
作
物
で
あ
る

水
稲
や
野
菜
等
の
防
除
作
用

の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、

農
薬
散
布
な
ど
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
実
証
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。
講
習
会
へ
の
援
助
は
、

実
証
事
業
に
お
け
る
効
果
等

を
検
証
し
た
上
検
討
し
て
い

く
。　

　
　資
格
を
取
得
し
た
ら

ド
ロ
ー
ン
の
購
入
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
購
入
に
対
す

る
助
成
等
考
え
て
い
る
の

か
。　

　
　
　
　
　ま
ず
、ド
ロ
ー

ン
の
効
果
に
つ
い
て
実
証
す

る
よ
う
に
今
進
め
て
い
る
の

で
、
資
格
の
援
助
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

　
　

　
　
　数
年
前
の
熊
本
地
震

に
よ
り
、
基
礎
に
亀
裂
が
入

り
、
危
険
す
ぎ
る
状
態
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

早
い
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
最
近
で
は
熊
本
や
島
原

半
島
で
も
頻
繁
に
地
震
が
起

き
て
い
る
。
い
つ
大
き
い
地

震
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
状

態
で
危
険
な
と
き
に
地
震
、

台
風
、
災
害
時
に
分
団
詰
所

の
待
機
と
い
う
の
が
一
番
怖

い
と
皆
さ
ん
が
言
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
回

で
２
回
目
の
質
問
で
あ
る
。

も
し
も
の
時
は
誰
が
責
任
を

取
る
の
か
、
命
の
保
障
は
誰

が
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　口
之
津
第
五
分
団
詰

所
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
で
測
量
設
計
を
完
了
し
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
建

て
替
え
工
事
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
速
や
か
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
も
し
も

の
と
き
は
誰
が
責
任
を
取
る

の
か
と
の
こ
と
も
、
令
和
３

年
度
に
速
や
か
に
建
て
替
え

る
と
い
う
事
で
、
御
了
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

井 上 末 喜 議員

議
員

　
　
　未
来
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
事
業
の
詳
細
を
。

　
　
　
　
　
　未
来
農
業
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
と

は
、Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
に

よ
り
南
島
原
市
で
農
業
を
始

め
よ
う
と
す
る
就
農
希
望
者

が
、
農
業
の
体
験
、
研
修
、

農
地
の
確
保
、
農
業
関
係
機

材
の
確
保
な
ど
、
包
括
的
に

相
談
で
き
る
機
関
と
し
て
、

令
和
３
年
度
に
民
間
企
業
と

本
市
が
共
同
で
農
業
法
人
の

設
立
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
農
業
法
人
が
就
農
希
望
者

の
受
皿
と
な
り
、
２
年
間
の

農
業
研
修
を
実
施
、
３
年
目

か
ら
は
新
規
就
農
者
と
し
て

営
農
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
研
修
の

対
象
品
目
で
あ
る
、
温
州
ミ

カ
ン
を
主
体
と
し
た
果
樹
栽

培
に
取
り
組
む
農
業
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
果
樹
栽
培
面

積
の
拡
大
や
遊
休
農
地
の
解

消
を
図
り
、
農
業
振
興
を
展

開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
　
　サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
に
面
し
た
農
地
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
市
民

か
ら
の
苦
情
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路
、
島
鉄
跡
地
に
つ

い
て
は
、
今
現
在
、
１
期
地

区
、
加
津
佐
か
ら
南
有
馬
ま

で
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
３

月
に
一
応
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。そ
れ
が
完
了
し
次
第
、

地
元
説
明
会
に
入
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
そ

う
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、

地
元
の
方
と
解
決
の
方
法
を

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　以
前
、
南
島
原
市
で

取
り
組
ん
だ
電
解
水
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　減
農
薬
や
農

産
物
の
鮮
度
保
持
を
目
的
と

し
、
農
業
用
電
解
生
成
装
置

を
平
成
28
年
度
に
導
入
し
て

い
る
。
電
解
水
は
農
薬
の
代

用
と
し
て
使
用
で
き
、
殺
菌

効
果
が
あ
る
が
、
作
り
置
き

で
き
ず
、
生
成
す
る
作
業
に

時
間
が
か
か
る
た
め
利
用
希

望
者
が
少
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
ま
た
、
農
業
と
は

直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
係
で
、
消
毒
液
の
不
足
が

問
題
と
な
っ
た
際
、
殺
菌
効

果
が
あ
る
電
解
水
を
市
内
の

老
人
福
祉
施
設
や
市
民
に
配

布
し
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
。

中 村 哲 康 議員

市
長

市
長

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

髙 木 和 惠 議員

副
市
長

実証事業における効果等
を検証した上検討する。

ドローンの資格
取得について

市
長

この事業の目的は地域の経済
活性化！福祉事業ではない！

スマホを持って
いない人は切り
捨てか？
副
市
長

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員ド

ロ
ー
ン
の
資
格
取
得

に
つ
い
て

　
　
　

口
之
津
の
第
五
分
団
の

詰
所
の
施
工
に
つ
い
て

農
林
水
産
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

支援措置はすべきと
思っている。

コロナ感染症で
影響を受けた事
業者への支援は
市
長

未来農業フロンティア推進
事業を推進していく。

農業を活性化させるため
に、市はどのような対策
を講じていくのか
市
長

議
員

議
員

議
員

ＭＩＮＡコインの状況（令和3年3月16日時点）

キャンペーンの受付期間

利用人数　※上限15,000人 12,127人

 5千円　 23人

1千円　 22人

その他　 51人

2万円 11,890人

1万5千円　17人

1万円　124人

令和3年2月1日～
　　　　令和3年3月15日

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

チャージ
金　　額

田 中 次 　 議員

農業用ドローン

未来農業フロンティア推進事業イメージ

建
設
部
長



る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接

電
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

　
　
　接
種
場
所
と
接
種
方

式
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　
　
　接
種
場
所
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し

て
い
た
だ
け
る
市
内
の
医
療

機
関
を
確
保
す
る
た
め
に
医

師
会
を
通
じ
て
調
整
し
て
お

り
、
接
種
方
式
は
個
別
接
種

と
集
団
接
種
を
併
用
し
て
行

う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　副
反
応
等
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　医
師
の
問
診
の
前
に

保
健
師
に
よ
る
聞
き
取
り
を

丁
寧
に
実
施
し
、
接
種
後
は
、

注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

経
過
観
察
場
所
を
設
け
、
看

護
師
に
よ
る
観
察
を
行
い
、

消
防
署
と
も
連
携
を
と
り
、

緊
急
の
際
の
備
え
を
行
う
。

　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
万
が
一
、
障
害
等

が
発
生
し
た
と
き
の
救
済
制

度
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　接
種
後
の
健

康
被
害
へ
の
補
償
と
し
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
御
遺
族
に
は
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　今
季
の
、
本
市
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
状
況

と
、
例
年
と
の
比
較
は
。

　
　
　
　
　
　２
月
14
日
現

在
で
２
名
で
、
昨
年
が
２
，

２
４
５
名
、
一
昨
年
は
３
，

１
９
９
名
が
罹
患
し
て
い

る
。　

　
　全
国
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　現
在
１
万
３

千
人
、
昨
年
、
７
２
９
万
人
、

一
昨
年
１
，
２
０
０
万
人
で

あ
る
。

　
　
　つ
ま
り
、
イ
ン
フ
ル

に
関
し
て
は
、
毎
年
１
万
人

程
が
死
亡
し
て
い
た
（
ワ
ク

チ
ン
も
特
効
薬
も
あ
る
の

に
）
が
、
今
年
度
は
、
死
者

が
ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
暖
か
く

な
っ
て
い
く
と
い
う
季
節
性

と
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
り
徐
々
に
普
及
し
て
い
け

ば
（
特
に
高
齢
者
に
対
し
）、

感
染
者
は
減
少
し
、
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
世
の
中
の
考
え

方
、
風
向
き
が
変
わ
る
と
思

う
。昨
年
か
ら
、国
内
の
様
々

な
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
や
、
人
々
の
行
動

の
制
限
が
行
わ
れ
て
き
た
が

本
市
の
４
月
以
降
の
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
対
す
る
考
え
方

は
。　

　
　
　
　
　国
内
、
県
内

の
感
染
状
況
を
見
据
え
な
が

ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
対
策
本
部
会
議
に
お
い

て
決
定
し
て
い
く
。

　
　
　中
止
に
し
た
成
人
式

に
つ
い
て
も
、
盆
の
頃
に
は

移
動
制
限
も
か
な
り
緩
和
さ

れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
市

内
在
住
及
び
市
外
、
県
外
か

ら
帰
省
す
る
成
人
者
に
対
し

何
か
式
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　全
国
的
な
感
染
状
況

な
ど
か
ら
、
新
成
人
を
は
じ

議
員

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

４
，
４
２
０
万
円
が
支
払
わ

れ
、
障
害
が
残
ら
れ
た
重
度

の
障
害
一
級
の
障
害
が
生
じ

た
場
合
は
年
額
５
０
５
万

６
，
８
０
０
円
支
払
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　昨
年
９
月
に
質
問
し

た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
現
地
調
査
を

済
ま
せ
事
業
計
画
の
作
成
を

終
え
、
準
用
、
普
通
河
川
合

わ
せ
て
30
の
河
川
の
浚
渫
等

に
つ
い
て
総
事
業
費
５
億
円

で
計
画
し
、
令
和
３
年
度
に

事
業
の
申
請
事
務
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

現
　
　
　

ま
だ
検
討
中
。
任
期

は
あ
と
１
年
、
市
長
の
公
約

だ
っ
た
。
県
内
他
の
市
町
の

減
免
の
把
握
は
。

　
　
　
　
　３
市
３
町
で
実

施
。
２
子
目
以
降
半
額
、
３

人
目
以
降
全
額
助
成
、
あ
る

い
は
、
１
人
目
は
２
割
、
２

人
目
は
４
割
、
３
人
目
以
降

は
８
割
助
成
な
ど
。

　
　
　東
彼
杵
町
や
波
佐
見

町
で
は
一
定
期
間
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
全
額
補
助
し
て
い

る
。
ま
さ
に
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
、
検
討
の
中
身
を
知

り
た
い
。

　
　
　ど
う
い
っ
た
形
が
い

い
か
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま

で
は
い
っ
て
い
な
い
。

　
　
　国
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
、
入
学
前
の
子
ど
も
の

均
等
割
額
を
半
額
に
す
る
こ

と
を
昨
年
暮
れ
に
決
め
た
。

公
費
で
賄
わ
れ
る
の
は
い
く

ら
か
。

　
　
　
　
　
　対
象
児
童
６

１
９
人
。
軽
減
制
度
を
考
慮

し
な
い
状
態
で
１
，
１
３
２

万
７
，
７
０
０
円
。

　
　
　１
，
１
３
２
万
７
，

７
０
０
円
出
せ
ば
で
き
る
。

令
和
３
年
度
に
前
倒
し
で
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　国
と
県
の
負

担
分
４
分
の
３
の
財
源
問
題

で
で
き
な
い
。

　
　
　子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
目
を
向
け
る
の
が
大

事
で
は
な
い
か
。

　
　
　「広
報
み
な
み
し
ま

ば
ら
」
は
、
自
治
会
配
布
が

１
万
５
千
部
。
２
，
４
０
０

部
が
、各
支
所
や
図
書
館（
１
，

２
０
０
部
）、
予
備
（
５
５

０
部
）
な
ど
。
予
備
は
、
１

年
後
50
部
残
し
て
処
分
。
各

支
所
に
は
い
つ
も
た
く
さ
ん

の
広
報
紙
が
残
っ
て
い
る
。

節
約
す
べ
き
で
あ
る
。
私
の

計
算
で
は
80
万
円
近
く
節
約

で
き
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　毎
年
残
量
を
計

算
し
な
が
ら
発
行
部
数
は
減

ら
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　こ
れ
で
景
気
が
よ
く

な
る
と
思
う
か
。

　
　
　市
外
に
出
て
い
く
お

金
を
市
内
で
使
う
。
市
内
の

経
済
が
回
っ
て
い
く
。
今
の

段
階
を
よ
し
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
通

貨
と
い
う
の
は
不
公
平
感
・

不
平
等
感
が
あ
る
。
低
所
得

者
は
２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
が

で
き
な
い
、
ス
マ
ホ
を
持
た

な
い
人
、
持
と
う
と
は
思
わ

な
い
人
は
で
き
な
い
。
施
政

は
市
民
に
平
等
に
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

近 藤 一 宇 議員

議
員

議
員

　
　
　　

　
　南
島
原
市
で
、
潮
流

発
電
を
計
画
し
た
ら
い
か
が

か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　ま
た
、
市
内
の
一
般
家
庭

の
太
陽
光
発
電
の
中
で
、
電

力
会
社
と
の
契
約
期
間
が
終

わ
る
も
の
を
、
ミ
ナ
サ
ポ
で

買
い
上
げ
る
よ
う
な
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
　潮
流
発
電
は
も
と
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　ミ
ナ
サ
ポ
で
そ
う

い
う
可
能
性
に
向
け
て
調
査

さ
せ
て
い
る
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
御
猶
予
い
た
だ
き
た

い
。　

　
　次
に
、
太
陽
光
の
こ

と
で
、
も
う
買
上
げ
を
し
な

い
と
い
う
よ
う
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
市
民
の
皆
さ
ん

が
不
安
が
っ
て
お
ら
れ
る
。

ミ
ナ
サ
ポ
で
、
そ
れ
を
買
い

上
げ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
で
き
る
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

　
　
　
　市
民
の
皆
さ
ん
が

不
安
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
で
、
個
室
が

い
い
と
い
う
状
況
が
出
て
き

て
い
る
。
考
え
て
は
い
か
が

か
。
検
討
価
値
は
あ
る
か
、

全
然
そ
う
い
う
気
持
ち
が
な

い
の
か
。

　
　
　社
会
的
動
向
、
真
砂

に
対
す
る
要
望
等
の
中
で
、

個
室
と
い
う
認
識
は
、
私
自

身
も
思
っ
て
は
お
り
、
幅
広

く
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　検
討
、
検
討
じ
ゃ
な

く
実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
も
う
少
し
早
急
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　早
急
に
と
い
う
か
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　建
設
課
・
農
林
課
に

共
通
す
る
補
助
金
だ
が
、
９

月
か
ら
10
月
ぐ
ら
い
で
な
く

な
り
、
来
年
度
に
回
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
補

正
を
組
ん
で
で
も
、早
急
に
、

市
民
が
要
望
さ
れ
て
い
る
も

の
は
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　要
望
が
あ
れ
ば
、
補

正
を
組
ん
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　要
望
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
よ
く
把
握
を
し
て
、

聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
今

後
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

小 嶋 光 明 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

隈 部 和 久 議員

学校給食費の支援については
引き続き検討を重ねている。

学校給食費の減免につ
いて、どのように検討さ
れ、現在の進捗状況は
市
長

心苦しく思うが、
考えていない。

成人式に代わる
行事を盆に

市
長

幅広く今後検討し
ていきたい。

真砂で個室を考
えてはいかがか

市
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員学

校
給
食
費
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

広
報
紙
の
発
行
に
つ
い
て

真
砂
に
つ
い
て

各
補
助
金
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

市
長

市
長

広報紙や市のホーム
ページにおいて随時
情報を更新していく。

接種対象者への
周知・啓発につ
いて伺う
市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

柴 田 恭 成 議員

真砂
新型コロナウイルスワクチン接種模擬訓練

予約・問い合わせコールセンター　☎050-3629-1269

たくさん残った
広報紙

教
育
次
長

総
務
部
長

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に

つ
い
て し

ゅ
ん
せ
つ

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

め
御
家
族
、
あ
る
い
は
市
民

の
皆
さ
ん
方
の
健
康
と
安
全

を
第
一
に
考
え
、
や
む
を
得

ず
式
典
の
開
催
を
中
止
し

た
。
既
に
成
人
証
書
等
を
届

け
て
お
り
代
替
行
事
的
な
も

の
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　特
に
県
外
在
住
の
新

成
人
は
、
正
月
の
帰
省
も
、

周
囲
の
目
や
風
評
を
恐
れ
た

家
族
等
か
ら
止
め
ら
れ
た

り
、何
の
瑕
疵
も
な
い
の
に
、

本
来
、
皆
か
ら
祝
福
さ
れ
る

べ
き
人
生
の
節
目
が
犠
牲
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ぜ
ひ
と

も
何
ら
か
の
本
市
な
り
の
祝

意
を
表
わ
す
行
事
を
行
う
よ

う
要
望
す
る
。

　ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
、
医
療
従
事
者
の
次
に
65

歳
以
上
に
対
し
接
種
が
開
始

さ
れ
た
場
合
は
、
リ
ス
ク
の

高
い
80
歳
以
上
か
ら
順
次
接

種
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い

く
。

か
　

 

し

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
が
世
界
的
に
逼
迫
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
十
分
な

供
給
量
が
見
込
め
な
い
た
め

に
、
対
象
者
へ
の
接
種
券
の

郵
送
時
期
が
遅
れ
る
見
込
み

で
、
国
か
ら
の
最
新
の
情
報

に
基
づ
い
て
、
対
象
者
へ
の

接
種
券
を
発
送
し
、
接
種
の

予
約
に
つ
い
て
は
、
接
種
券

が
届
き
次
第
、
市
が
委
託
す

ひ
っ
ぱ
く

ま
か
な

電
子
地
域
通
貨
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
に
つ
い
て

副
市
長

副
市
長

福
祉
保
健
部
長



る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接

電
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

　
　
　接
種
場
所
と
接
種
方

式
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　
　
　接
種
場
所
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し

て
い
た
だ
け
る
市
内
の
医
療

機
関
を
確
保
す
る
た
め
に
医

師
会
を
通
じ
て
調
整
し
て
お

り
、
接
種
方
式
は
個
別
接
種

と
集
団
接
種
を
併
用
し
て
行

う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　副
反
応
等
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　医
師
の
問
診
の
前
に

保
健
師
に
よ
る
聞
き
取
り
を

丁
寧
に
実
施
し
、
接
種
後
は
、

注
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

経
過
観
察
場
所
を
設
け
、
看

護
師
に
よ
る
観
察
を
行
い
、

消
防
署
と
も
連
携
を
と
り
、

緊
急
の
際
の
備
え
を
行
う
。

　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
万
が
一
、
障
害
等

が
発
生
し
た
と
き
の
救
済
制

度
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　接
種
後
の
健

康
被
害
へ
の
補
償
と
し
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
御
遺
族
に
は
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　今
季
の
、
本
市
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
状
況

と
、
例
年
と
の
比
較
は
。

　
　
　
　
　
　２
月
14
日
現

在
で
２
名
で
、
昨
年
が
２
，

２
４
５
名
、
一
昨
年
は
３
，

１
９
９
名
が
罹
患
し
て
い

る
。　

　
　全
国
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　現
在
１
万
３

千
人
、
昨
年
、
７
２
９
万
人
、

一
昨
年
１
，
２
０
０
万
人
で

あ
る
。

　
　
　つ
ま
り
、
イ
ン
フ
ル

に
関
し
て
は
、
毎
年
１
万
人

程
が
死
亡
し
て
い
た
（
ワ
ク

チ
ン
も
特
効
薬
も
あ
る
の

に
）
が
、
今
年
度
は
、
死
者

が
ほ
ぼ
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
暖
か
く

な
っ
て
い
く
と
い
う
季
節
性

と
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
り
徐
々
に
普
及
し
て
い
け

ば
（
特
に
高
齢
者
に
対
し
）、

感
染
者
は
減
少
し
、
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
世
の
中
の
考
え

方
、
風
向
き
が
変
わ
る
と
思

う
。昨
年
か
ら
、国
内
の
様
々

な
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
や
、
人
々
の
行
動

の
制
限
が
行
わ
れ
て
き
た
が

本
市
の
４
月
以
降
の
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
対
す
る
考
え
方

は
。　

　
　
　
　
　国
内
、
県
内

の
感
染
状
況
を
見
据
え
な
が

ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
対
策
本
部
会
議
に
お
い

て
決
定
し
て
い
く
。

　
　
　中
止
に
し
た
成
人
式

に
つ
い
て
も
、
盆
の
頃
に
は

移
動
制
限
も
か
な
り
緩
和
さ

れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
市

内
在
住
及
び
市
外
、
県
外
か

ら
帰
省
す
る
成
人
者
に
対
し

何
か
式
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　全
国
的
な
感
染
状
況

な
ど
か
ら
、
新
成
人
を
は
じ

議
員

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

市
長

市
長

４
，
４
２
０
万
円
が
支
払
わ

れ
、
障
害
が
残
ら
れ
た
重
度

の
障
害
一
級
の
障
害
が
生
じ

た
場
合
は
年
額
５
０
５
万

６
，
８
０
０
円
支
払
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　昨
年
９
月
に
質
問
し

た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
現
地
調
査
を

済
ま
せ
事
業
計
画
の
作
成
を

終
え
、
準
用
、
普
通
河
川
合

わ
せ
て
30
の
河
川
の
浚
渫
等

に
つ
い
て
総
事
業
費
５
億
円

で
計
画
し
、
令
和
３
年
度
に

事
業
の
申
請
事
務
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

現
　
　
　

ま
だ
検
討
中
。
任
期

は
あ
と
１
年
、
市
長
の
公
約

だ
っ
た
。
県
内
他
の
市
町
の

減
免
の
把
握
は
。

　
　
　
　
　３
市
３
町
で
実

施
。
２
子
目
以
降
半
額
、
３

人
目
以
降
全
額
助
成
、
あ
る

い
は
、
１
人
目
は
２
割
、
２

人
目
は
４
割
、
３
人
目
以
降

は
８
割
助
成
な
ど
。

　
　
　東
彼
杵
町
や
波
佐
見

町
で
は
一
定
期
間
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
全
額
補
助
し
て
い

る
。
ま
さ
に
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
、
検
討
の
中
身
を
知

り
た
い
。

　
　
　ど
う
い
っ
た
形
が
い

い
か
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま

で
は
い
っ
て
い
な
い
。

　
　
　国
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
、
入
学
前
の
子
ど
も
の

均
等
割
額
を
半
額
に
す
る
こ

と
を
昨
年
暮
れ
に
決
め
た
。

公
費
で
賄
わ
れ
る
の
は
い
く

ら
か
。

　
　
　
　
　
　対
象
児
童
６

１
９
人
。
軽
減
制
度
を
考
慮

し
な
い
状
態
で
１
，
１
３
２

万
７
，
７
０
０
円
。

　
　
　１
，
１
３
２
万
７
，

７
０
０
円
出
せ
ば
で
き
る
。

令
和
３
年
度
に
前
倒
し
で
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　国
と
県
の
負

担
分
４
分
の
３
の
財
源
問
題

で
で
き
な
い
。

　
　
　子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
目
を
向
け
る
の
が
大

事
で
は
な
い
か
。

　
　
　「広
報
み
な
み
し
ま

ば
ら
」
は
、
自
治
会
配
布
が

１
万
５
千
部
。
２
，
４
０
０

部
が
、各
支
所
や
図
書
館（
１
，

２
０
０
部
）、
予
備
（
５
５

０
部
）
な
ど
。
予
備
は
、
１

年
後
50
部
残
し
て
処
分
。
各

支
所
に
は
い
つ
も
た
く
さ
ん

の
広
報
紙
が
残
っ
て
い
る
。

節
約
す
べ
き
で
あ
る
。
私
の

計
算
で
は
80
万
円
近
く
節
約

で
き
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　毎
年
残
量
を
計

算
し
な
が
ら
発
行
部
数
は
減

ら
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　こ
れ
で
景
気
が
よ
く

な
る
と
思
う
か
。

　
　
　市
外
に
出
て
い
く
お

金
を
市
内
で
使
う
。
市
内
の

経
済
が
回
っ
て
い
く
。
今
の

段
階
を
よ
し
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
通

貨
と
い
う
の
は
不
公
平
感
・

不
平
等
感
が
あ
る
。
低
所
得

者
は
２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
が

で
き
な
い
、
ス
マ
ホ
を
持
た

な
い
人
、
持
と
う
と
は
思
わ

な
い
人
は
で
き
な
い
。
施
政

は
市
民
に
平
等
に
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

近 藤 一 宇 議員

議
員

議
員

　
　
　　

　
　南
島
原
市
で
、
潮
流

発
電
を
計
画
し
た
ら
い
か
が

か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　ま
た
、
市
内
の
一
般
家
庭

の
太
陽
光
発
電
の
中
で
、
電

力
会
社
と
の
契
約
期
間
が
終

わ
る
も
の
を
、
ミ
ナ
サ
ポ
で

買
い
上
げ
る
よ
う
な
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
　潮
流
発
電
は
も
と
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　ミ
ナ
サ
ポ
で
そ
う

い
う
可
能
性
に
向
け
て
調
査

さ
せ
て
い
る
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
御
猶
予
い
た
だ
き
た

い
。　

　
　次
に
、
太
陽
光
の
こ

と
で
、
も
う
買
上
げ
を
し
な

い
と
い
う
よ
う
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
市
民
の
皆
さ
ん

が
不
安
が
っ
て
お
ら
れ
る
。

ミ
ナ
サ
ポ
で
、
そ
れ
を
買
い

上
げ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
で
き
る
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

　
　
　
　市
民
の
皆
さ
ん
が

不
安
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　コ
ロ
ナ
で
、
個
室
が

い
い
と
い
う
状
況
が
出
て
き

て
い
る
。
考
え
て
は
い
か
が

か
。
検
討
価
値
は
あ
る
か
、

全
然
そ
う
い
う
気
持
ち
が
な

い
の
か
。

　
　
　社
会
的
動
向
、
真
砂

に
対
す
る
要
望
等
の
中
で
、

個
室
と
い
う
認
識
は
、
私
自

身
も
思
っ
て
は
お
り
、
幅
広

く
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　検
討
、
検
討
じ
ゃ
な

く
実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
も
う
少
し
早
急
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　早
急
に
と
い
う
か
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　建
設
課
・
農
林
課
に

共
通
す
る
補
助
金
だ
が
、
９

月
か
ら
10
月
ぐ
ら
い
で
な
く

な
り
、
来
年
度
に
回
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
補

正
を
組
ん
で
で
も
、早
急
に
、

市
民
が
要
望
さ
れ
て
い
る
も

の
は
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　要
望
が
あ
れ
ば
、
補

正
を
組
ん
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　要
望
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
よ
く
把
握
を
し
て
、

聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
、
今

後
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

小 嶋 光 明 議員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

隈 部 和 久 議員

学校給食費の支援については
引き続き検討を重ねている。

学校給食費の減免につ
いて、どのように検討さ
れ、現在の進捗状況は
市
長

心苦しく思うが、
考えていない。

成人式に代わる
行事を盆に

市
長

幅広く今後検討し
ていきたい。

真砂で個室を考
えてはいかがか

市
長

　
　
　再生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員学

校
給
食
費
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

広
報
紙
の
発
行
に
つ
い
て

真
砂
に
つ
い
て

各
補
助
金
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

市
長

市
長

広報紙や市のホーム
ページにおいて随時
情報を更新していく。

接種対象者への
周知・啓発につ
いて伺う
市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

柴 田 恭 成 議員

真砂
新型コロナウイルスワクチン接種模擬訓練

予約・問い合わせコールセンター　☎050-3629-1269

たくさん残った
広報紙

教
育
次
長

総
務
部
長

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に

つ
い
て し

ゅ
ん
せ
つ

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

め
御
家
族
、
あ
る
い
は
市
民

の
皆
さ
ん
方
の
健
康
と
安
全

を
第
一
に
考
え
、
や
む
を
得

ず
式
典
の
開
催
を
中
止
し

た
。
既
に
成
人
証
書
等
を
届

け
て
お
り
代
替
行
事
的
な
も

の
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　特
に
県
外
在
住
の
新

成
人
は
、
正
月
の
帰
省
も
、

周
囲
の
目
や
風
評
を
恐
れ
た

家
族
等
か
ら
止
め
ら
れ
た

り
、何
の
瑕
疵
も
な
い
の
に
、

本
来
、
皆
か
ら
祝
福
さ
れ
る

べ
き
人
生
の
節
目
が
犠
牲
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ぜ
ひ
と

も
何
ら
か
の
本
市
な
り
の
祝

意
を
表
わ
す
行
事
を
行
う
よ

う
要
望
す
る
。

　ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
、
医
療
従
事
者
の
次
に
65

歳
以
上
に
対
し
接
種
が
開
始

さ
れ
た
場
合
は
、
リ
ス
ク
の

高
い
80
歳
以
上
か
ら
順
次
接

種
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　検
討
し
て
い

く
。

か
　

 

し

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
が
世
界
的
に
逼
迫
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
十
分
な

供
給
量
が
見
込
め
な
い
た
め

に
、
対
象
者
へ
の
接
種
券
の

郵
送
時
期
が
遅
れ
る
見
込
み

で
、
国
か
ら
の
最
新
の
情
報

に
基
づ
い
て
、
対
象
者
へ
の

接
種
券
を
発
送
し
、
接
種
の

予
約
に
つ
い
て
は
、
接
種
券

が
届
き
次
第
、
市
が
委
託
す

ひ
っ
ぱ
く

ま
か
な

たくさん残った

電
子
地
域
通
貨
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

コ
イ
ン
に
つ
い
て

副
市
長

副
市
長

福
祉
保
健
部
長



に
１
回
程
度
の
人
工
芝
の
張

り
替
え
に
約
１
憶
６
，
５
０

０
万
円
か
か
る
の
で
年
間
に

換
算
し
た
約
１
，
６
５
０
万

円
を
加
え
た
約
２
，
８
３
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　こ
れ
だ
け
の
事
業
費

を
か
け
、
年
間
経
費
も
か
か

る
市
民
の
た
め
の
運
動
広
場

で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
周
知
や
取

組
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　令
和
３
年
度
の
事
業

費
分
の
予
算
確
保
は
ど
れ
ぐ

ら
い
で
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　国
の
第
３
次
補

正
の
分
、
約
８
億
５
千
万
円

と
、
３
年
度
の
当
初
予
算
に
、

国
の
交
付
金
、
約
４
億
５
千

万
円
を
計
上
、
こ
れ
を
合
わ

せ
た
分
で
１
期
地
区
の
完
成

と
、
２
期
、
３
期
地
区
の
測

量
設
計
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　全
世
帯
に
、
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
に
整
備
を
完
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

　
　
　昨
年
、
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
た
が
、
今
後
、

そ
の
条
例
を
ど
う
活
用
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　現
在
、
専
任
の
手
話

通
訳
者
を
２
名
配
置
し
、
聴

覚
障
害
者
等
と
の
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
養
成

講
座
を
開
講
し
て
手
話
通
訳

者
や
奉
仕
者
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
手
話
サ
ー

ク
ル
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

な
ど
、
手
話
に
対
す
る
理
解

を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
の
取

組
を
実
施
す
る
。

　
　
　今
回
、
部
署
の
配
置

換
え
を
含
む
大
き
な
異
動
が

行
わ
れ
た
が
、
職
場
で
の
問

題
や
住
民
と
の
摩
擦
な
ど
は

起
き
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　昨
年
実
施
し
た

庁
舎
の
再
編
は
、
本
年
１
月

か
ら
業
務
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
特
に
問
題
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　今
回
は
、
女
性
の
比

率
が
高
い
部
門
の
配
置
換
え

が
行
わ
れ
た
が
、
更
衣
室
や

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
で
問
題
は
起

き
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　女
性
の
更
衣
室

に
は
、
２
名
に
１
台
の
割
合

で
ロ
ッ
カ
ー
を
配
置
し
て
い

る
が
、
問
題
が
あ
る
と
は
聞

い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
職

場
環
境
の
改
善
と
い
う
立
場

か
ら
は
、
今
後
意
見
が
出
て

く
れ
ば
、
部
屋
数
の
問
題
は

あ
る
が
検
討
す
る
。

　
　
　衛
生
セ
ン
タ
ー
庁
舎

は
、
国
道
か
ら
の
出
入
口
が

狭
い
、
混
み
合
う
し
危
な
い

の
で
信
号
機
を
付
け
た
ら
ど

う
か
。

議
員

多
目
的
運
動
広
場
の

整
備
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
に
つ
い
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

市
長

了
す
る
と
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い
か

れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

に
対
し
、
２
月
16
日
付
で
本

市
の
補
助
金
の
交
付
決
定
を

行
っ
た
。今
後
は
、詳
細
設
計
、

調
査
等
を
行
い
、
直
ち
に
工

事
に
入
り
、
令
和
４
年
２
月

ま
で
に
全
て
の
工
事
を
完
了

し
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
一

斉
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開

始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　進
め
方
と
し
て
、
全
然
引
い

て
い
な
か
っ
た
北
有
馬
と
南
有

馬
地
区
の
２
町
と
、
あ
と
の
６

町
に
つ
い
て
は
、
山
間
部
が
全

く
現
在
引
い
て
な
い
の
で
、

そ
の
分
を
含
め
て
全
て
の
地
域

で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備

で
き
る
よ
う
に
全
地
域
一
緒

に
進
め
て
い
く
と
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
聞
い
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

金 子 憲 太 郎 議員

手話に対する理解がさら
に広がるよう取り組む。

手話言語条例をどの
ように活用しようと
考えているのか
市
長

愛称を事前に募集し
て周知する。

多目的運動広場を使
ってもらうため市民
に周知することが大
事ではないか
市
長

議
員

中 村 久 幸 議員

　
　
　
　
　現
在
、
問
題
は

起
き
て
い
な
い
と
聞
い
て
お

り
、
公
安
委
員
会
と
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
今

の
ま
ま
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　専
門
チ
ー
ム
は
こ
ど

も
未
来
課
の
10
名
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
人
数
で
対
応

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　接
種
時
に
は

30
名
ぐ
ら
い
が
必
要
に
な
る

た
め
、
課
、
部
で
対
応
で
き

な
い
と
き
は
、
庁
内
全
体
で

対
応
す
る
と
い
う
体
制
の
準

備
を
し
て
い
る
。

　
　
　集
団
接
種
に
従
事
す

る
職
員
に
は
前
も
っ
て
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　集
団
接
種
会

場
の
従
事
者
に
も
、
優
先
的

に
接
種
し
て
い
い
と
い
う
通

知
が
来
て
い
る
。

衛生センター庁舎 
国道出入口

　
　
　

令
和
３
年
度
中
に
供

用
開
始
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
総

事
業
費
の
最
終
的
な
見
込
額

と
、
考
え
ら
れ
る
経
費
は
全

て
含
め
た
年
間
管
理
費
の
見

込
額
を
伺
う
。

　
　
　事
業
費
は
、
工
事
関

係
委
託
料
、
備
品
の
購
入
費
、

旧
校
舎
等
の
解
体
費
を
含
め

て
、
11
億
６
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　施
設
の
維
持
管
理
費
は
、

毎
年
恒
常
的
に
か
か
る
約

１
，
１
８
０
万
円
に
、
10
年

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

２
０
０
万
も
か
け
る
と
い
う

の
は
、非
常
に
効
率
が
悪
い
。

　バ
ナ
ナ
は
、
南
国
の
植
物

で
、
こ
こ
で
や
る
の
は
見
通

し
が
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
補

助
を
す
る
の
か
を
聞
き
た

い
。　

　
　バ
ナ
ナ
は
、
約
99
％

が
海
外
か
ら
、
特
に
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
輸
入
を
さ
れ
て
い

る
が
、
新
バ
ナ
ナ
病
も
向
こ

う
で
流
行
っ
て
お
り
、
エ
ク

ア
ド
ル
等
か
ら
も
輸
入
を
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　そ
う
い
っ
た
中
、
国
内
産

バ
ナ
ナ
も
今
あ
ち
こ
ち
で
栽

培
さ
れ
て
い
て
、
北
海
道
で

は
、
１
本
千
円
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　本
市
の
農
家
は
、
野
菜
関

係
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
値

が
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ
た

り
で
、
収
入
が
確
実
な
と
こ

ろ
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

高
収
益
の
作
物
を
普
及
さ
せ

よ
う
と
い
う
試
み
で
、
ま
ず

バ
ナ
ナ
の
募
集
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
昨
年
、
農
業
法
人

１
社
が
申
し
込
ま
れ
て
、
１

０
０
本
の
バ
ナ
ナ
を
植
え
ら

れ
て
い
る
。

　今
年
の
夏
過
ぎ
ぐ
ら
い
に

の
委
託
費
の
中
で
は
、
加
津

佐
駅
か
ら
お
お
む
ね
常
光
寺

ま
で
の
測
量
設
計
が
終
わ
る

見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
分
で

来
年
度
の
予
算
で
は
、
南
有

馬
の
整
備
工
事
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　保
護
課
で
１
５
０
万

円
の
返
還
金
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
も
う
１
回
お
尋
ね
し

た
い
。

　
　
　こ
の
返
還
金
は
、
窮

迫
の
場
合
等
に
お
い
て
資

力
・
資
産
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
護
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
資
力
・
資
産
が
売

却
等
に
よ
り
収
入
と
な
っ
た

場
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
支
給

を
受
け
た
保
護
費
を
上
限
に

返
還
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
保
護
開
始
後

に
年
金
の
請
求
漏
れ
が
発
覚

し
、
遡
及
し
て
年
金
を
受
給

さ
れ
た
場
合
な
ど
こ
れ
ま
で

支
給
を
受
け
た
保
護
費
を
上

限
に
返
還
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉
　
　
　

　
　
　バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
、

ま
だ
１
件
し
か
実
施
し
て
い

な
い
、
そ
れ
に
対
し
て
、
１
，

主
な
質
疑

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　施政
方
針
で
基
金
残

高
の
大
幅
な
増
額
と
言
わ
れ

た
が
、
基
金
現
在
高
の
状
況

で
は
減
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　合
併
当
初
と
比
べ
て

基
金
は
増
え
、
地
方
債
の
残

高
も
減
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
を
比
べ
る
と
、
極
端
に

は
増
え
て
い
な
い
。
そ
の
辺

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
、
基
金
残
高
に
は
注
意
を

し
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　Ｐ
Ｒ
の
イ
ベ
ン
ト
が

７
，
３
６
５
万
６
千
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
効
果
は
ど

の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　そ
う
め
ん
首
都
圏
Ｐ

Ｒ
事
業
の
効
果
は
、
令
和
元

年
度
と
２
年
度
の
２
年
間
続

け
、
知
名
度
は
大
分
上
が
っ

て
き
て
い
る
。

　令
和
２
年
度
は
、
九
州
で

も
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
、
効
果
が

出
て
き
て
い
る
と
思
う
。

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　多
目
的
運
動
広
場

は
、
先
日
起
工
式
も
あ
っ
て

工
事
の
落
札
が
あ
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
工
事
内
容
等
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
天
然
芝
の
多

目
的
広
場
、
駐
車
場
、
管
理

棟
、
野
外
ト
イ
レ
、
倉
庫
の

入
札
を
終
え
て
い
る
。

　令
和
３
年
度
は
、
屋
内
交

流
広
場
、
人
工
芝
多
目
的
広

場
の
入
札
を
予
定
し
て
い

る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　た
ば
こ
税
は
、
国
税

２
種
類
、
地
方
税
２
種
類
、

市
町
村
た
ば
こ
税
の
５
種
類

に
な
る
と
思
う
が
、
小
売
価

格
に
対
し
て
何
パ
ー
セ
ン
ト

な
の
か
。
消
費
税
を
入
れ
た

と
こ
ろ
で
何
パ
ー
セ
ン
ト
な

の
か
。

　
　
　小
売
価
格
に
対
し
て

は
、
調
べ
て
い
な
い
が
、
市

町
村
た
ば
こ
税
は
１
本
あ
た

り
５
・
６
９
２
円
で
、
令
和

２
年
10
月
１
日
か
ら
６
・
１

２
２
円
に
な
っ
て
い
る
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
は
、
令
和
３
年
度
は
ど

こ
を
起
点
に
、
ど
こ
ま
で
さ

れ
る
予
定
な
の
か
。

　
　
　加
津
佐
か
ら
南
有
馬

町
を
１
期
と
し
て
、
本
年
度

答  

弁

答  

弁
答  

弁

答  

弁

質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

は
、
出
荷
が
始
ま
る
と
思
っ

て
い
る
が
、
高
い
バ
ナ
ナ
を

想
定
し
、
販
売
さ
れ
る
予
定

で
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　事
業
の
拡
大
と
新
規
に
バ

ナ
ナ
を
作
り
た
い
と
い
う
問

合
せ
等
が
あ
っ
て
お
り
、
そ

う
い
っ
た
部
分
も
含
め
、
５

０
０
万
円
予
算
を
今
年
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質  

疑

答  

弁
答  

弁

答  

弁

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
第
23
号
「
令
和
３
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算
」
を
原
案
可
決

井上末喜
委員長

島原手延べそうめん

多目的運動広場建設予定地
（旧有馬商業高校跡地　南有馬町）

バナナの栽培



に
１
回
程
度
の
人
工
芝
の
張

り
替
え
に
約
１
憶
６
，
５
０

０
万
円
か
か
る
の
で
年
間
に

換
算
し
た
約
１
，
６
５
０
万

円
を
加
え
た
約
２
，
８
３
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　こ
れ
だ
け
の
事
業
費

を
か
け
、
年
間
経
費
も
か
か

る
市
民
の
た
め
の
運
動
広
場

で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
周
知
や
取

組
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　令
和
３
年
度
の
事
業

費
分
の
予
算
確
保
は
ど
れ
ぐ

ら
い
で
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　国
の
第
３
次
補

正
の
分
、
約
８
億
５
千
万
円

と
、
３
年
度
の
当
初
予
算
に
、

国
の
交
付
金
、
約
４
億
５
千

万
円
を
計
上
、
こ
れ
を
合
わ

せ
た
分
で
１
期
地
区
の
完
成

と
、
２
期
、
３
期
地
区
の
測

量
設
計
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　全
世
帯
に
、
令
和
４

年
３
月
末
ま
で
に
整
備
を
完
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質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

一
般
質
問

　
　
　昨
年
、
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
た
が
、
今
後
、

そ
の
条
例
を
ど
う
活
用
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　現
在
、
専
任
の
手
話

通
訳
者
を
２
名
配
置
し
、
聴

覚
障
害
者
等
と
の
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
養
成

講
座
を
開
講
し
て
手
話
通
訳

者
や
奉
仕
者
の
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
手
話
サ
ー

ク
ル
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

な
ど
、
手
話
に
対
す
る
理
解

を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
の
取

組
を
実
施
す
る
。

　
　
　今
回
、
部
署
の
配
置

換
え
を
含
む
大
き
な
異
動
が

行
わ
れ
た
が
、
職
場
で
の
問

題
や
住
民
と
の
摩
擦
な
ど
は

起
き
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　昨
年
実
施
し
た

庁
舎
の
再
編
は
、
本
年
１
月

か
ら
業
務
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
特
に
問
題
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　今
回
は
、
女
性
の
比

率
が
高
い
部
門
の
配
置
換
え

が
行
わ
れ
た
が
、
更
衣
室
や

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
で
問
題
は
起

き
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　女
性
の
更
衣
室

に
は
、
２
名
に
１
台
の
割
合

で
ロ
ッ
カ
ー
を
配
置
し
て
い

る
が
、
問
題
が
あ
る
と
は
聞

い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
職

場
環
境
の
改
善
と
い
う
立
場

か
ら
は
、
今
後
意
見
が
出
て

く
れ
ば
、
部
屋
数
の
問
題
は

あ
る
が
検
討
す
る
。

　
　
　衛
生
セ
ン
タ
ー
庁
舎

は
、
国
道
か
ら
の
出
入
口
が

狭
い
、
混
み
合
う
し
危
な
い

の
で
信
号
機
を
付
け
た
ら
ど

う
か
。

議
員

多
目
的
運
動
広
場
の

整
備
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
に
つ
い
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

市
長

了
す
る
と
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い
か

れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

に
対
し
、
２
月
16
日
付
で
本

市
の
補
助
金
の
交
付
決
定
を

行
っ
た
。今
後
は
、詳
細
設
計
、

調
査
等
を
行
い
、
直
ち
に
工

事
に
入
り
、
令
和
４
年
２
月

ま
で
に
全
て
の
工
事
を
完
了

し
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
一

斉
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開

始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　進
め
方
と
し
て
、
全
然
引
い

て
い
な
か
っ
た
北
有
馬
と
南
有

馬
地
区
の
２
町
と
、
あ
と
の
６

町
に
つ
い
て
は
、
山
間
部
が
全

く
現
在
引
い
て
な
い
の
で
、

そ
の
分
を
含
め
て
全
て
の
地
域

で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備

で
き
る
よ
う
に
全
地
域
一
緒

に
進
め
て
い
く
と
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
聞
い
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

金 子 憲 太 郎 議員

手話に対する理解がさら
に広がるよう取り組む。

手話言語条例をどの
ように活用しようと
考えているのか
市
長

愛称を事前に募集し
て周知する。

多目的運動広場を使
ってもらうため市民
に周知することが大
事ではないか
市
長

議
員

中 村 久 幸 議員

　
　
　
　
　現
在
、
問
題
は

起
き
て
い
な
い
と
聞
い
て
お

り
、
公
安
委
員
会
と
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
今

の
ま
ま
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　専
門
チ
ー
ム
は
こ
ど

も
未
来
課
の
10
名
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
人
数
で
対
応

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　接
種
時
に
は

30
名
ぐ
ら
い
が
必
要
に
な
る

た
め
、
課
、
部
で
対
応
で
き

な
い
と
き
は
、
庁
内
全
体
で

対
応
す
る
と
い
う
体
制
の
準

備
を
し
て
い
る
。

　
　
　集
団
接
種
に
従
事
す

る
職
員
に
は
前
も
っ
て
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　集
団
接
種
会

場
の
従
事
者
に
も
、
優
先
的

に
接
種
し
て
い
い
と
い
う
通

知
が
来
て
い
る
。

衛生センター庁舎 
国道出入口

　
　
　

令
和
３
年
度
中
に
供

用
開
始
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
総

事
業
費
の
最
終
的
な
見
込
額

と
、
考
え
ら
れ
る
経
費
は
全

て
含
め
た
年
間
管
理
費
の
見

込
額
を
伺
う
。

　
　
　事
業
費
は
、
工
事
関

係
委
託
料
、
備
品
の
購
入
費
、

旧
校
舎
等
の
解
体
費
を
含
め

て
、
11
億
６
千
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　施
設
の
維
持
管
理
費
は
、

毎
年
恒
常
的
に
か
か
る
約

１
，
１
８
０
万
円
に
、
10
年

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

市
長

２
０
０
万
も
か
け
る
と
い
う

の
は
、非
常
に
効
率
が
悪
い
。

　バ
ナ
ナ
は
、
南
国
の
植
物

で
、
こ
こ
で
や
る
の
は
見
通

し
が
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
補

助
を
す
る
の
か
を
聞
き
た

い
。　

　
　バ
ナ
ナ
は
、
約
99
％

が
海
外
か
ら
、
特
に
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
輸
入
を
さ
れ
て
い

る
が
、
新
バ
ナ
ナ
病
も
向
こ

う
で
流
行
っ
て
お
り
、
エ
ク

ア
ド
ル
等
か
ら
も
輸
入
を
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　そ
う
い
っ
た
中
、
国
内
産

バ
ナ
ナ
も
今
あ
ち
こ
ち
で
栽

培
さ
れ
て
い
て
、
北
海
道
で

は
、
１
本
千
円
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　本
市
の
農
家
は
、
野
菜
関

係
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
値

が
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ
た

り
で
、
収
入
が
確
実
な
と
こ

ろ
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

高
収
益
の
作
物
を
普
及
さ
せ

よ
う
と
い
う
試
み
で
、
ま
ず

バ
ナ
ナ
の
募
集
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
昨
年
、
農
業
法
人

１
社
が
申
し
込
ま
れ
て
、
１

０
０
本
の
バ
ナ
ナ
を
植
え
ら

れ
て
い
る
。

　今
年
の
夏
過
ぎ
ぐ
ら
い
に

の
委
託
費
の
中
で
は
、
加
津

佐
駅
か
ら
お
お
む
ね
常
光
寺

ま
で
の
測
量
設
計
が
終
わ
る

見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
分
で

来
年
度
の
予
算
で
は
、
南
有

馬
の
整
備
工
事
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　保
護
課
で
１
５
０
万

円
の
返
還
金
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
も
う
１
回
お
尋
ね
し

た
い
。

　
　
　こ
の
返
還
金
は
、
窮

迫
の
場
合
等
に
お
い
て
資

力
・
資
産
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
護
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
資
力
・
資
産
が
売

却
等
に
よ
り
収
入
と
な
っ
た

場
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
支
給

を
受
け
た
保
護
費
を
上
限
に

返
還
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
保
護
開
始
後

に
年
金
の
請
求
漏
れ
が
発
覚

し
、
遡
及
し
て
年
金
を
受
給

さ
れ
た
場
合
な
ど
こ
れ
ま
で

支
給
を
受
け
た
保
護
費
を
上

限
に
返
還
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉
　
　
　

　
　
　バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
、

ま
だ
１
件
し
か
実
施
し
て
い

な
い
、
そ
れ
に
対
し
て
、
１
，

主
な
質
疑

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　施政
方
針
で
基
金
残

高
の
大
幅
な
増
額
と
言
わ
れ

た
が
、
基
金
現
在
高
の
状
況

で
は
減
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　合
併
当
初
と
比
べ
て

基
金
は
増
え
、
地
方
債
の
残

高
も
減
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
を
比
べ
る
と
、
極
端
に

は
増
え
て
い
な
い
。
そ
の
辺

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
、
基
金
残
高
に
は
注
意
を

し
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　Ｐ
Ｒ
の
イ
ベ
ン
ト
が

７
，
３
６
５
万
６
千
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
効
果
は
ど

の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　そ
う
め
ん
首
都
圏
Ｐ

Ｒ
事
業
の
効
果
は
、
令
和
元

年
度
と
２
年
度
の
２
年
間
続

け
、
知
名
度
は
大
分
上
が
っ

て
き
て
い
る
。

　令
和
２
年
度
は
、
九
州
で

も
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
、
効
果
が

出
て
き
て
い
る
と
思
う
。

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　多
目
的
運
動
広
場

は
、
先
日
起
工
式
も
あ
っ
て

工
事
の
落
札
が
あ
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
工
事
内
容
等
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　現
在
、
天
然
芝
の
多

目
的
広
場
、
駐
車
場
、
管
理

棟
、
野
外
ト
イ
レ
、
倉
庫
の

入
札
を
終
え
て
い
る
。

　令
和
３
年
度
は
、
屋
内
交

流
広
場
、
人
工
芝
多
目
的
広

場
の
入
札
を
予
定
し
て
い

る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　た
ば
こ
税
は
、
国
税

２
種
類
、
地
方
税
２
種
類
、

市
町
村
た
ば
こ
税
の
５
種
類

に
な
る
と
思
う
が
、
小
売
価

格
に
対
し
て
何
パ
ー
セ
ン
ト

な
の
か
。
消
費
税
を
入
れ
た

と
こ
ろ
で
何
パ
ー
セ
ン
ト
な

の
か
。

　
　
　小
売
価
格
に
対
し
て

は
、
調
べ
て
い
な
い
が
、
市

町
村
た
ば
こ
税
は
１
本
あ
た

り
５
・
６
９
２
円
で
、
令
和

２
年
10
月
１
日
か
ら
６
・
１

２
２
円
に
な
っ
て
い
る
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
は
、
令
和
３
年
度
は
ど

こ
を
起
点
に
、
ど
こ
ま
で
さ

れ
る
予
定
な
の
か
。

　
　
　加
津
佐
か
ら
南
有
馬

町
を
１
期
と
し
て
、
本
年
度

答  

弁

答  

弁
答  

弁

答  

弁

質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

質  

疑
質  

疑

は
、
出
荷
が
始
ま
る
と
思
っ

て
い
る
が
、
高
い
バ
ナ
ナ
を

想
定
し
、
販
売
さ
れ
る
予
定

で
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　事
業
の
拡
大
と
新
規
に
バ

ナ
ナ
を
作
り
た
い
と
い
う
問

合
せ
等
が
あ
っ
て
お
り
、
そ

う
い
っ
た
部
分
も
含
め
、
５

０
０
万
円
予
算
を
今
年
計
上

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質  

疑

答  

弁
答  

弁

答  

弁

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
第
23
号
「
令
和
３
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算
」
を
原
案
可
決

井上末喜
委員長

島原手延べそうめん

多目的運動広場建設予定地
（旧有馬商業高校跡地　南有馬町）

バナナの栽培
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た
こ
と
、
ま
た
屋
外
の
延
焼

防
止
の
耐
火
壁
を
造
っ
た
の

も
追
加
で
あ
る
。
こ
の
設
計

業
者
は
、
全
く
専
門
性
が
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

　
　
　ガ
ス
漏
れ
警
報
器
や

感
震
セ
ン
サ
ー
は
、
ガ
ス
納

入
業
者
が
設
置
す
る
か
、
施

設
の
設
置
者
が
設
置
す
る
か

は
、
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
、

ガ
ス
納
入
業
者
が
設
計
時
点

で
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
話
合
い
が
で
き
な
か
っ

た
。
ガ
ス
工
事
を
始
め
る
中

で
、
納
入
業
者
が
決
ま
り
、

設
置
は
市
の
ほ
う
で
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
延
焼
防
止

の
耐
火
壁
に
つ
い
て
は
、
液

化
石
油
ガ
ス
の
タ
ン
ク
は
あ

る
が
、
当
初
設
計
で
は
、
耐

火
壁
は
要
ら
な
か
っ
た
が
、

他
の
部
分
の
配
管
の
都
合
で

タ
ン
ク
を
移
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
り
追
加

に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　こ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
議
長
を

除
く
ほ
か
の
全
議
員
で
特
別

委
員
会
ま
で
作
っ
て
い
る
。

設
計
変
更
は
、
早
い
の
は
去

年
の
４
月
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
等

の
運
用
に
係
る
特
例
措
置
に

つ
い
て
」
の
通
知
に
基
づ
き
、

請
負
業
者
か
ら
特
例
措
置
の

請
求
が
な
さ
れ
、
労
務
単
価
、

資
材
単
価
の
見
直
し
を
行
っ

た
こ
と
や
、
排
水
処
理
槽
設

置
工
事
で
、
掘
削
時
期
が
梅

雨
時
期
と
重
な
り
、
雨
水
な

ど
に
よ
る
切
土
面
の
崩
落
対

策
で
、
矢
板
に
よ
る
土
留
め

工
事
を
追
加
し
た
こ
と
や
、

床
掘
の
勾
配
を
緩
や
か
に
し

た
こ
と
に
よ
り
掘
削
及
び
埋

戻
し
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
増
加
な
ど
。

　
　
　矢
板
工
事
等
は
、
い

つ
頃
の
工
事
か
。

　
　
　検
討
を
始
め
た
の
が

令
和
２
年
の
４
月
で
、
実
際

の
施
工
は
５
月
、
６
月
頃
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　６
月
、
９
月
、
12
月

の
議
会
も
あ
っ
た
の
に
、
そ

う
い
う
説
明
も
受
け
ず
に
、

本
体
が
建
っ
て
し
ま
う
段
階

で
反
対
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
で
提
案
さ
れ
る
の
は
不
本

意
だ
。
ま
た
ガ
ス
漏
れ
セ
ン

サ
ー
を
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
関
係

の
業
者
と
協
議
し
た
中
で
、

市
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ

【
議
案
第
４
号
】
南
島
原
市

適
応
指
導
教
室
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　こ
の
条
例
一
番
の
目

的
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

等
を
学
校
へ
復
帰
さ
せ
る
こ

と
、
今
ま
で
に
復
帰
し
た
の

は
何
名
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
不

登
校
等
が
何
名
い
た
の
か
。

　
　
　復
帰
は
難
し
い
状
況

で
、
一
旦
復
帰
と
思
え
た
児

童
・
生
徒
も
、
再
び
通
室
す

る
状
況
が
あ
り
、
記
憶
で
は

２
〜
３
名
と
思
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
は
２

月
末
現
在
で
小
学
校
２
名
、

中
学
校
25
名
と
な
っ
て
い

る
。

【
議
案
第
16
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
建
築
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額
６
億

５
，
４
５
０
万
円 

を
６
億

５
，
７
２
８
万
９
，
６
０
０

円
に
変
更
を
行
い
２
７
８
万

９
，６
０
０
円
を
増
額
す
る
。

変
更
内
容
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

隙
間
か
ら
虫
が
侵
入
し
な
い

よ
う
防
虫
ブ
ラ
シ
を
追
加
、

外
部
の
塗
装
工
事
で
、
周
囲

の
景
観
に
配
慮
す
る
た
め
濃

い
目
の
グ
レ
ー
色
の
塗
装
を

追
加
な
ど
。

　
　
　こ
の
計
画
は
様
々
な

指
摘
や
、
不
審
点
な
ど
を
議

会
で
も
言
っ
て
き
た
、
設
計

業
者
は
、
平
成
29
年
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
５
業
者
の
中
か

ら
、
内
容
が
一
番
い
い
と
い

う
こ
と
で
選
ば
れ
、
今
回
の

給
食
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
の

設
計
で
は
な
い
と
思
う
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は
衛
生
面
に
は

一
番
配
慮
し
て
い
る
だ
ろ
う

し
、
景
観
も
一
緒
で
あ
る
。

協
議
し
て
い
く
中
で
、
追
加

工
事
が
出
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
、「
市
が

ま
る
ま
る
追
加
で
負
担
し
ま

す
」
と
い
う
形
で
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
設
計
業
者
に
対

す
る
過
失
と
ま
で
は
言
わ
な

い
が
、交
渉
、話
は
し
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
元
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
機
能
で

も
、
虫
は
入
り
に
く
い
構
造

だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
よ
く
す
る

た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
過

失
が
あ
り
追
加
を
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
市
で
負
担
し
、
設

計
業
者
に
は
過
失
の
請
求
な

ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

〈
反
対
討
論
〉

　安
心
・
安
全
な
給
食
は
初

め
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
。

大
き
す
ぎ
る
と
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
体
反

対
し
て
い
る
の
で
、
反
対
。

〈
賛
成
討
論
〉

　変
更
は
、
好
ま
し
く
は
な

い
と
思
う
が
、
安
全
・
安
心

と
い
う
面
で
は
、
　虫
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
し

い
給
食
を
出
す
の
が
い
い
と

思
い
賛
成
。

　起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
（
賛
成
３
、反
対
２
）

原
案
の
と
お
り
可
決
。

【
議
案
第
18
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
機
械
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額 

５
億

６
，
４
７
４
万
円 

を
５
億
８
，

５
２
２
万
９
，
７
０
０
円 

に

変
更
し
、
２
，
０
４
８
万
９
，

７
０
０
円
を
増
額
。
増
額
は
、

答  

弁

答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑

り
、
月
２
回
、
役
所
と
業
者

と
設
計
者
で
話
合
い
を
し
て

い
る
、「
設
計
変
更
を
す
る
」

と
し
た
と
き
は
、
あ
る
程
度

金
額
も
出
て
い
る
。
特
別
委

員
会
に
は
報
告
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　報
告
は
、
こ
の
契
約

に
関
し
て
は
し
て
い
な
い
。

い
ろ
い
ろ
御
意
見
を
い
た
だ

い
た
中
で
、
丁
寧
な
説
明
を

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
と
反
省
し
て
い
る
。

〈
反
対
討
論
〉

　６
セ
ン
タ
ー
を
残
し
て
と

い
う
考
え
で
い
る
の
で
、
こ

ん
な
問
題
が
こ
の
先
も
起
き

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
反

対
。

賛
成
討
論
な
く

　起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

２
、
反
対
３
）、
起
立
少
数

で
否
決

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
14
件
を
原
案
可
決
、
１
件
を
否
決

旧口之津第一小学校跡地

建設中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
は
、

当
初
で
き
な
い
人
は
、
銀
行

の
窓
口
で
教
え
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
３
月
の
広
報
紙
に
、

「
銀
行
で
は
、
全
て
の
手
続

き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア

プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
は
、
御
自
身

で
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
載
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
変

更
し
た
の
か
。

　
　
　受
付
関
係
で
あ
る

が
、
銀
行
に
お
客
さ
ん
が
殺

到
し
て
、
そ
の
と
き
に
は
銀

行
も
本
部
か
ら
応
援
が
来
て

い
た
。
２
週
間
が
応
援
期
間

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
銀
行
も

本
部
か
ら
の
応
援
が
な
く

て
、
今
度
は
窓
口
で
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
ち
ょ
っ
と
銀

行
が
バ
タ
バ
タ
な
っ
た
時
期

が
あ
っ
て
、
市
役
所
も
一
緒

に
２
週
間
１
日
置
き
に
町
を

変
え
て
、窓
口
を
開
設
し
た
。

　そ
の
２
週
間
を
過
ぎ
て

も
、
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
現
在
、
支
所

で
対
応
で
き
る
部
分
と
、
支

所
で
対
応
で
き
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
か
ら
２
か
町
に
１

ま
た
、
体
験
だ
け
の
形
に
変

え
る
な
ど
考
え
て
い
く
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
を
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

い
う
名
称
は
、
既
に
商
標
登

録
は
済
ん
で
い
る
。
ロ
ゴ
に

つ
い
て
は
、
今
商
標
登
録
の

申
請
中
。

　年
度
内
に
登
録
で
き
な
い

場
合
は
繰
越
し（
約
11
万
円
）

を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
議
案
第
５
号
】
南
島
原
市

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　

　
　
　口
之
津
第
１
小
の
跡

地
の
宅
地
分
譲
を
や
め
た
理

由
と
そ
の
跡
地
活
用
計
画
、

ま
た
借
地
と
市
有
地
の
面
積

を
。　

　
　宅
地
分
譲
の
売
れ
残

り
が
多
数
発
生
す
る
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
、
中
止
し

た
。　今

後
、
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　借
地
面
積
が
１
，４
６
９
㎡
、

市
有
地
９
，
３
０
１
㎡
。

【
議
案
第
20
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）
　
　
　
　

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　人
事
課
で
中
途
で
一

人
辞
め
て
い
る
職
員
の
理
由

は
。　

　
　退
職
者
１
名
の
理
由

は
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
る

も
の
。
退
職
時
点
は
、
人
事

課
付
け
。

　人
事
課
付
け
と
は
、
派
遣

と
か
休
職
と
か
ど
こ
の
組
織

に
も
属
さ
ず
、
人
事
課
に
属

さ
せ
る
職
員
の
こ
と
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　路
線
バ
ス
維
持
費
補

助
金
額
の
説
明
を
。

　
　
　市
内
路
線
バ
ス
全
て

が
対
象
。
定
額
補
助
金
で
は

な
く
、
一
年
間
（
10
月
か
ら

９
月
ま
で
）
の
実
績
を
も
と

に
経
常
経
費
か
ら
収
益
を
差

し
引
い
た
分
に
対
し
て
補
助

を
し
て
い
る
。

　
　
　ひ
ま
わ
り
観
光
協
会

の
民
泊
は
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。（
修
学
旅
行
生
徒
の

受
入
れ
）

　
　
　実
施
主
体
は
、
ひ
ま

わ
り
村
が
や
っ
て
い
る
。
来

年
度
、
再
来
年
度
ま
で
予
約

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
軒
当

り
、
４
・
５
人
の
受
け
入
れ

だ
っ
た
が
今
後
厳
し
い
状
況
。

答  

弁

質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑
質  

疑

か
所
ぐ
ら
い
は
、
市
役
所
で

も
登
録
の
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
、
今
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

〈
議
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　印
刷
製
本
費
の
１
５

０
万
円
減
額
に
つ
い
て
は
、

当
初
４
０
０
万
円
ぐ
ら
い

だ
っ
た
と
思
う
が
、
減
額
に

至
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
　
　昨
年
ま
で
入
札
に
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な

市
内
の
業
者
が
安
価
で
入
札

を
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
。

（
そ
の
他
の
付
託
案
件
）

【
議
案
第
６
号
】
南
島
原
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
資
金
利
子
補
給
等
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
28
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

総
務
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
４
件
を
原
案
可
決

髙木和惠
委員長

民泊入村式の様子

田中次　
委員長
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た
こ
と
、
ま
た
屋
外
の
延
焼

防
止
の
耐
火
壁
を
造
っ
た
の

も
追
加
で
あ
る
。
こ
の
設
計

業
者
は
、
全
く
専
門
性
が
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

　
　
　ガ
ス
漏
れ
警
報
器
や

感
震
セ
ン
サ
ー
は
、
ガ
ス
納

入
業
者
が
設
置
す
る
か
、
施

設
の
設
置
者
が
設
置
す
る
か

は
、
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
、

ガ
ス
納
入
業
者
が
設
計
時
点

で
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
話
合
い
が
で
き
な
か
っ

た
。
ガ
ス
工
事
を
始
め
る
中

で
、
納
入
業
者
が
決
ま
り
、

設
置
は
市
の
ほ
う
で
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
延
焼
防
止

の
耐
火
壁
に
つ
い
て
は
、
液

化
石
油
ガ
ス
の
タ
ン
ク
は
あ

る
が
、
当
初
設
計
で
は
、
耐

火
壁
は
要
ら
な
か
っ
た
が
、

他
の
部
分
の
配
管
の
都
合
で

タ
ン
ク
を
移
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
り
追
加

に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　こ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
議
長
を

除
く
ほ
か
の
全
議
員
で
特
別

委
員
会
ま
で
作
っ
て
い
る
。

設
計
変
更
は
、
早
い
の
は
去

年
の
４
月
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま

「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
等

の
運
用
に
係
る
特
例
措
置
に

つ
い
て
」
の
通
知
に
基
づ
き
、

請
負
業
者
か
ら
特
例
措
置
の

請
求
が
な
さ
れ
、
労
務
単
価
、

資
材
単
価
の
見
直
し
を
行
っ

た
こ
と
や
、
排
水
処
理
槽
設

置
工
事
で
、
掘
削
時
期
が
梅

雨
時
期
と
重
な
り
、
雨
水
な

ど
に
よ
る
切
土
面
の
崩
落
対

策
で
、
矢
板
に
よ
る
土
留
め

工
事
を
追
加
し
た
こ
と
や
、

床
掘
の
勾
配
を
緩
や
か
に
し

た
こ
と
に
よ
り
掘
削
及
び
埋

戻
し
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
増
加
な
ど
。

　
　
　矢
板
工
事
等
は
、
い

つ
頃
の
工
事
か
。

　
　
　検
討
を
始
め
た
の
が

令
和
２
年
の
４
月
で
、
実
際

の
施
工
は
５
月
、
６
月
頃
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　６
月
、
９
月
、
12
月

の
議
会
も
あ
っ
た
の
に
、
そ

う
い
う
説
明
も
受
け
ず
に
、

本
体
が
建
っ
て
し
ま
う
段
階

で
反
対
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
で
提
案
さ
れ
る
の
は
不
本

意
だ
。
ま
た
ガ
ス
漏
れ
セ
ン

サ
ー
を
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
関
係

の
業
者
と
協
議
し
た
中
で
、

市
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ

【
議
案
第
４
号
】
南
島
原
市

適
応
指
導
教
室
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　こ
の
条
例
一
番
の
目

的
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

等
を
学
校
へ
復
帰
さ
せ
る
こ

と
、
今
ま
で
に
復
帰
し
た
の

は
何
名
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
不

登
校
等
が
何
名
い
た
の
か
。

　
　
　復
帰
は
難
し
い
状
況

で
、
一
旦
復
帰
と
思
え
た
児

童
・
生
徒
も
、
再
び
通
室
す

る
状
況
が
あ
り
、
記
憶
で
は

２
〜
３
名
と
思
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
は
２

月
末
現
在
で
小
学
校
２
名
、

中
学
校
25
名
と
な
っ
て
い

る
。

【
議
案
第
16
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
建
築
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額
６
億

５
，
４
５
０
万
円 

を
６
億

５
，
７
２
８
万
９
，
６
０
０

円
に
変
更
を
行
い
２
７
８
万

９
，６
０
０
円
を
増
額
す
る
。

変
更
内
容
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

隙
間
か
ら
虫
が
侵
入
し
な
い

よ
う
防
虫
ブ
ラ
シ
を
追
加
、

外
部
の
塗
装
工
事
で
、
周
囲

の
景
観
に
配
慮
す
る
た
め
濃

い
目
の
グ
レ
ー
色
の
塗
装
を

追
加
な
ど
。

　
　
　こ
の
計
画
は
様
々
な

指
摘
や
、
不
審
点
な
ど
を
議

会
で
も
言
っ
て
き
た
、
設
計

業
者
は
、
平
成
29
年
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
５
業
者
の
中
か

ら
、
内
容
が
一
番
い
い
と
い

う
こ
と
で
選
ば
れ
、
今
回
の

給
食
セ
ン
タ
ー
が
初
め
て
の

設
計
で
は
な
い
と
思
う
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は
衛
生
面
に
は

一
番
配
慮
し
て
い
る
だ
ろ
う

し
、
景
観
も
一
緒
で
あ
る
。

協
議
し
て
い
く
中
で
、
追
加

工
事
が
出
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
、「
市
が

ま
る
ま
る
追
加
で
負
担
し
ま

す
」
と
い
う
形
で
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
設
計
業
者
に
対

す
る
過
失
と
ま
で
は
言
わ
な

い
が
、交
渉
、話
は
し
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
元
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
機
能
で

も
、
虫
は
入
り
に
く
い
構
造

だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
よ
く
す
る

た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
過

失
が
あ
り
追
加
を
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
市
で
負
担
し
、
設

計
業
者
に
は
過
失
の
請
求
な

ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

〈
反
対
討
論
〉

　安
心
・
安
全
な
給
食
は
初

め
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
。

大
き
す
ぎ
る
と
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
体
反

対
し
て
い
る
の
で
、
反
対
。

〈
賛
成
討
論
〉

　変
更
は
、
好
ま
し
く
は
な

い
と
思
う
が
、
安
全
・
安
心

と
い
う
面
で
は
、
　虫
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
し

い
給
食
を
出
す
の
が
い
い
と

思
い
賛
成
。

　起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
（
賛
成
３
、反
対
２
）

原
案
の
と
お
り
可
決
。

【
議
案
第
18
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事（
機
械
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　現
請
負
代
金
額 

５
億

６
，
４
７
４
万
円 

を
５
億
８
，

５
２
２
万
９
，
７
０
０
円 

に

変
更
し
、
２
，
０
４
８
万
９
，

７
０
０
円
を
増
額
。
増
額
は
、

答  

弁

答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑

り
、
月
２
回
、
役
所
と
業
者

と
設
計
者
で
話
合
い
を
し
て

い
る
、「
設
計
変
更
を
す
る
」

と
し
た
と
き
は
、
あ
る
程
度

金
額
も
出
て
い
る
。
特
別
委

員
会
に
は
報
告
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　報
告
は
、
こ
の
契
約

に
関
し
て
は
し
て
い
な
い
。

い
ろ
い
ろ
御
意
見
を
い
た
だ

い
た
中
で
、
丁
寧
な
説
明
を

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
と
反
省
し
て
い
る
。

〈
反
対
討
論
〉

　６
セ
ン
タ
ー
を
残
し
て
と

い
う
考
え
で
い
る
の
で
、
こ

ん
な
問
題
が
こ
の
先
も
起
き

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
反

対
。

賛
成
討
論
な
く

　起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

２
、
反
対
３
）、
起
立
少
数

で
否
決

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
14
件
を
原
案
可
決
、
１
件
を
否
決

旧口之津第一小学校跡地

建設中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
は
、

当
初
で
き
な
い
人
は
、
銀
行

の
窓
口
で
教
え
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
３
月
の
広
報
紙
に
、

「
銀
行
で
は
、
全
て
の
手
続

き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア

プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
は
、
御
自
身

で
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
載
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
変

更
し
た
の
か
。

　
　
　受
付
関
係
で
あ
る

が
、
銀
行
に
お
客
さ
ん
が
殺

到
し
て
、
そ
の
と
き
に
は
銀

行
も
本
部
か
ら
応
援
が
来
て

い
た
。
２
週
間
が
応
援
期
間

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
銀
行
も

本
部
か
ら
の
応
援
が
な
く

て
、
今
度
は
窓
口
で
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
ち
ょ
っ
と
銀

行
が
バ
タ
バ
タ
な
っ
た
時
期

が
あ
っ
て
、
市
役
所
も
一
緒

に
２
週
間
１
日
置
き
に
町
を

変
え
て
、窓
口
を
開
設
し
た
。

　そ
の
２
週
間
を
過
ぎ
て

も
、
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
現
在
、
支
所

で
対
応
で
き
る
部
分
と
、
支

所
で
対
応
で
き
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
か
ら
２
か
町
に
１

ま
た
、
体
験
だ
け
の
形
に
変

え
る
な
ど
考
え
て
い
く
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
を
。

　
　
　Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
と

い
う
名
称
は
、
既
に
商
標
登

録
は
済
ん
で
い
る
。
ロ
ゴ
に

つ
い
て
は
、
今
商
標
登
録
の

申
請
中
。

　年
度
内
に
登
録
で
き
な
い

場
合
は
繰
越
し（
約
11
万
円
）

を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
議
案
第
５
号
】
南
島
原
市

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　

　
　
　口
之
津
第
１
小
の
跡

地
の
宅
地
分
譲
を
や
め
た
理

由
と
そ
の
跡
地
活
用
計
画
、

ま
た
借
地
と
市
有
地
の
面
積

を
。　

　
　宅
地
分
譲
の
売
れ
残

り
が
多
数
発
生
す
る
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
、
中
止
し

た
。　今

後
、
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　借
地
面
積
が
１
，４
６
９
㎡
、

市
有
地
９
，
３
０
１
㎡
。

【
議
案
第
20
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）
　
　
　
　

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　人
事
課
で
中
途
で
一

人
辞
め
て
い
る
職
員
の
理
由

は
。　

　
　退
職
者
１
名
の
理
由

は
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
る

も
の
。
退
職
時
点
は
、
人
事

課
付
け
。

　人
事
課
付
け
と
は
、
派
遣

と
か
休
職
と
か
ど
こ
の
組
織

に
も
属
さ
ず
、
人
事
課
に
属

さ
せ
る
職
員
の
こ
と
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　路
線
バ
ス
維
持
費
補

助
金
額
の
説
明
を
。

　
　
　市
内
路
線
バ
ス
全
て

が
対
象
。
定
額
補
助
金
で
は

な
く
、
一
年
間
（
10
月
か
ら

９
月
ま
で
）
の
実
績
を
も
と

に
経
常
経
費
か
ら
収
益
を
差

し
引
い
た
分
に
対
し
て
補
助

を
し
て
い
る
。

　
　
　ひ
ま
わ
り
観
光
協
会

の
民
泊
は
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。（
修
学
旅
行
生
徒
の

受
入
れ
）

　
　
　実
施
主
体
は
、
ひ
ま

わ
り
村
が
や
っ
て
い
る
。
来

年
度
、
再
来
年
度
ま
で
予
約

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
１
軒
当

り
、
４
・
５
人
の
受
け
入
れ

だ
っ
た
が
今
後
厳
し
い
状
況
。

答  

弁

質  

疑

答  

弁

答  

弁
答  

弁

質  

疑

質  

疑

質  

疑

質  

疑
質  

疑

か
所
ぐ
ら
い
は
、
市
役
所
で

も
登
録
の
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
、
今
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

〈
議
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　印
刷
製
本
費
の
１
５

０
万
円
減
額
に
つ
い
て
は
、

当
初
４
０
０
万
円
ぐ
ら
い

だ
っ
た
と
思
う
が
、
減
額
に

至
っ
た
要
因
は
何
か
。

　
　
　昨
年
ま
で
入
札
に
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な

市
内
の
業
者
が
安
価
で
入
札

を
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
。

（
そ
の
他
の
付
託
案
件
）

【
議
案
第
６
号
】
南
島
原
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
資
金
利
子
補
給
等
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
28
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

質  

疑

答  

弁

答  

弁

答  

弁

総
務
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
４
件
を
原
案
可
決

髙木和惠
委員長

民泊入村式の様子

田中次　
委員長
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ク
タ
ー
ル
未
満
の
も
の
が
建

つ
場
合
、
届
け
出
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
い
の

か
。
ま
た
、
他
の
と
こ
ろ
の

条
例
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
な
る
と
撤
去
も
含
ん
だ
よ

う
な
条
例
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
あ
た

り
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
。　

　
　瀬
野
地
区
の
下
の
畑

に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
も

の
を
建
て
る
場
合
、
こ
の
条

例
で
は
該
当
せ
ず
、
届
出
の

必
要
も
な
い
。
た
だ
、
こ
の

条
例
で
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
な
ら
ば
住
民
説
明
会
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
制
約
を
課
す

こ
と
に
な
る
の
で
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
乱
発
に
対
す
る

一
定
の
抑
制
効
果
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
撤
去

に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に

は
規
定
し
て
い
な
い
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
れ
ば

申
請
を
出
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
都
市
計
画
区
域
以

外
の
国
道
沿
い
と
か
住
宅
街

の
中
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
　対
象
と
な
る
の
は
、

三
つ
の
保
全
区
域
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
で
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

は
届
け
出
が
な
い
。
こ
ち
ら

と
し
て
は
、
市
内
の
今
の
太

陽
光
の
現
状
を
み
て
も
国
道

沿
い
や
住
宅
街
に
大
き
い
も

の
が
建
つ
と
い
う
の
は
、
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

逆
に
小
さ
い
も
の
で
あ
れ
ば

建
て
て
も
い
い
の
か
、
と
い

う
話
に
な
る
と
思
う
が
、
住

宅
街
と
な
る
と
建
て
る
前
に

住
民
と
の
折
衝
等
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
私
達
が
想
定
し

て
い
る
の
は
、
山
間
部
に
大

き
な
も
の
が
建
つ
の
に
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
か
け
た
い
と
い

う
の
が
主
な
狙
い
で
あ
る
。

　
　
　国
道
沿
い
や
住
宅
街

に
大
き
い
の
が
建
つ
こ
と

は
、
な
か
な
か
無
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
瀬
野

地
区
の
下
の
畑
な
ど
に
１
ヘ

【
議
案
第
３
号
】
南
島
原
市

自
然
環
境
、
景
観
等
と
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
条
例
の
概
要
）

　条
例
の
対
象
と
な
る
開
発

行
為
と
い
う
の
は
、
保
全
区

域
と
さ
れ
る
都
市
計
画
区
域
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
景
観

重
点
区
域
に
お
け
る
開
発
で

あ
る
が
、
保
全
区
域
以
外
で

も
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
太

陽
光
発
電
の
開
発
は
、
市
内

全
域
で
対
象
と
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
開
発
行
為
を
す

る
事
業
主
は
市
に
事
前
協
議

書
、
事
前
計
画
書
を
添
え
て

事
前
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

事
前
協
議
が
終
了
し
た
後
に
、

該
当
す
る
土
地
に
標
識
を
設

置
し
て
周
知
を
し
、
標
識
を

設
置
し
て
か
ら
14
日
以
内
に

住
民
に
説
明
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
市

に
報
告
し
て
い
た
だ
く
。
事

業
主
か
ら
開
発
許
可
の
申
請

書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、

市
長
は
そ
の
案
件
を
審
議
会

に
諮
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

諮
問
結
果
を
み
て
、

最
終
的
に
市
長
が
許
可
の
可

否
を
最
終
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
。市
長
の
許
可
を
得
て
、

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
工
事

の
完
成
後
は
市
の
完
成
検
査

も
実
施
を
す
る
。

　
　
　こ
の
条
例
で
は
、
１

質  

疑

（
そ
の
他
の
付
託
案
件
）
　
　

【
議
案
第
10
号
】
南
島
原
市

市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
11
号
】
南
島
原
市

立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
15
号
】
あ
ら
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字

の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
19
号
】
市
道
路
線

の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
20
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）

【
議
案
第
26
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

予
算

【
議
案
第
27
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

【
議
案
第
28
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

【
議
案
第
29
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

答  

弁

答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
10
件
を
原
案
可
決

中村哲康
委員長

議案第2号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第 12号） 令和3年  2月25日 原案可決

議案第3号 南島原市自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との
調和に関する条例の制定について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第4号 南島原市適応指導教室条例の制定について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第5号 南島原市特別会計条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第6号 南島原市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金条例の
一部を改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第7号 南島原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第8号 南島原市深江ふれあいの家条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第9号 南島原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第10号 南島原市市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を
改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第11号 南島原市立公園条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第12号 南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例の一部を
改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第13号 南島原市社会体育施設条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第14号 南島原市歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第15号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第16号 学校給食センター新築工事（建築）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第17号 学校給食センター新築工事（電気）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第18号 学校給食センター新築工事（機械）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第19号 市道路線の廃止及び認定について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第20号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第 13号） 令和3年  3月22日 原案可決

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

令和３年第１回南島原市議会定例会議決一覧

質  

疑
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都市計画区域景観重点区域

ク
タ
ー
ル
未
満
の
も
の
が
建

つ
場
合
、
届
け
出
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
い
の

か
。
ま
た
、
他
の
と
こ
ろ
の

条
例
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
な
る
と
撤
去
も
含
ん
だ
よ

う
な
条
例
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
あ
た

り
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
。　

　
　瀬
野
地
区
の
下
の
畑

に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
も

の
を
建
て
る
場
合
、
こ
の
条

例
で
は
該
当
せ
ず
、
届
出
の

必
要
も
な
い
。
た
だ
、
こ
の

条
例
で
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
な
ら
ば
住
民
説
明
会
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
制
約
を
課
す

こ
と
に
な
る
の
で
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
乱
発
に
対
す
る

一
定
の
抑
制
効
果
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
撤
去

に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に

は
規
定
し
て
い
な
い
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
な
れ
ば

申
請
を
出
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
都
市
計
画
区
域
以

外
の
国
道
沿
い
と
か
住
宅
街

の
中
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
　対
象
と
な
る
の
は
、

三
つ
の
保
全
区
域
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
で
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

は
届
け
出
が
な
い
。
こ
ち
ら

と
し
て
は
、
市
内
の
今
の
太

陽
光
の
現
状
を
み
て
も
国
道

沿
い
や
住
宅
街
に
大
き
い
も

の
が
建
つ
と
い
う
の
は
、
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

逆
に
小
さ
い
も
の
で
あ
れ
ば

建
て
て
も
い
い
の
か
、
と
い

う
話
に
な
る
と
思
う
が
、
住

宅
街
と
な
る
と
建
て
る
前
に

住
民
と
の
折
衝
等
も
あ
る
と

思
う
の
で
、
私
達
が
想
定
し

て
い
る
の
は
、
山
間
部
に
大

き
な
も
の
が
建
つ
の
に
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
か
け
た
い
と
い

う
の
が
主
な
狙
い
で
あ
る
。

　
　
　国
道
沿
い
や
住
宅
街

に
大
き
い
の
が
建
つ
こ
と

は
、
な
か
な
か
無
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
瀬
野

地
区
の
下
の
畑
な
ど
に
１
ヘ

【
議
案
第
３
号
】
南
島
原
市

自
然
環
境
、
景
観
等
と
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
条
例
の
概
要
）

　条
例
の
対
象
と
な
る
開
発

行
為
と
い
う
の
は
、
保
全
区

域
と
さ
れ
る
都
市
計
画
区
域
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
景
観

重
点
区
域
に
お
け
る
開
発
で

あ
る
が
、
保
全
区
域
以
外
で

も
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
太

陽
光
発
電
の
開
発
は
、
市
内

全
域
で
対
象
と
し
て
い
る
。

対
象
と
な
る
開
発
行
為
を
す

る
事
業
主
は
市
に
事
前
協
議

書
、
事
前
計
画
書
を
添
え
て

事
前
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

事
前
協
議
が
終
了
し
た
後
に
、

該
当
す
る
土
地
に
標
識
を
設

置
し
て
周
知
を
し
、
標
識
を

設
置
し
て
か
ら
14
日
以
内
に

住
民
に
説
明
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
市

に
報
告
し
て
い
た
だ
く
。
事

業
主
か
ら
開
発
許
可
の
申
請

書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、

市
長
は
そ
の
案
件
を
審
議
会

に
諮
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

諮
問
結
果
を
み
て
、

最
終
的
に
市
長
が
許
可
の
可

否
を
最
終
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
。市
長
の
許
可
を
得
て
、

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
工
事

の
完
成
後
は
市
の
完
成
検
査

も
実
施
を
す
る
。

　
　
　こ
の
条
例
で
は
、
１

質  

疑

（
そ
の
他
の
付
託
案
件
）
　
　

【
議
案
第
10
号
】
南
島
原
市

市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
11
号
】
南
島
原
市

立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
15
号
】
あ
ら
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字

の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
19
号
】
市
道
路
線

の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
20
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）

【
議
案
第
26
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

予
算

【
議
案
第
27
号
】
令
和
３
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

【
議
案
第
28
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

【
議
案
第
29
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

答  

弁

答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
10
件
を
原
案
可
決

中村哲康
委員長

議案第2号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第 12号） 令和3年  2月25日 原案可決

議案第3号 南島原市自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との
調和に関する条例の制定について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第4号 南島原市適応指導教室条例の制定について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第5号 南島原市特別会計条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第6号 南島原市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金条例の
一部を改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第7号 南島原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第8号 南島原市深江ふれあいの家条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第9号 南島原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第10号 南島原市市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を
改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第11号 南島原市立公園条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第12号 南島原市立小・中学校体育施設の利用等に関する条例の一部を
改正する条例について

令和3年  3月22日 原案可決

議案第13号 南島原市社会体育施設条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第14号 南島原市歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第15号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第16号 学校給食センター新築工事（建築）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第17号 学校給食センター新築工事（電気）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第18号 学校給食センター新築工事（機械）請負契約の変更について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第19号 市道路線の廃止及び認定について 令和3年  3月22日 原案可決

議案第20号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第 13号） 令和3年  3月22日 原案可決

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

令和３年第１回南島原市議会定例会議決一覧

質  

疑
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議案第21号 令和２年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第22号 令和２年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第23号 令和３年度南島原市一般会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第24号 令和３年度南島原市国民健康保険事業特別会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第25号 令和３年度南島原市後期高齢者医療特別会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第26号 令和３年度南島原市水道事業会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第27号 令和３年度南島原市下水道事業会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第28号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第１４号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第29号 令和２年度南島原市下水道事業会計補正予算（第１号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第30号 令和３年度南島原市一般会計補正予算（第１号） 令和3年  3月22日 原案可決

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

同意第1号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第2号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第3号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第4号 教育委員会委員の任命について 令和3年  3月22日 同　　意

閉会中における各委員会の継続調査申出について 令和3年  3月22日 決　　定

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

18171614121110987654321

○：賛成　×：反対　△：棄権　議席番号13番・15番は欠員

令和3年第１回定例会で意見が分かれた議案の採決

〇△〇〇〇〇〇×〇×〇×〇〇×〇議案第16号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇×〇×〇×〇〇×〇議案第17号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇×〇×〇××××〇議案第18号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇×〇議案第23号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇議案第24号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇議案第25号 原案可決

議案番号 議決結果

議席番号

井
上

　末
喜

吉
岡

　
　巖

川
田

　典
秀

中
村

　久
幸

黒
岩

　英
雄

小
嶋

　光
明

松
永

　忠
次

隈
部

　和
久

吉
田
幸
一
郎

髙
木

　和
惠

柴
田

　恭
成

小
林

　知
誠

金
子
憲
太
郎

田
中

　次

　
　

近
藤

　一
宇

中
村

　哲
康

【
議
案
第
16
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
建
築
） 

請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
反
対
①
》
今
回
の
請
負

契
約
の
変
更
で
あ
る
が
、

入
札
の
上
、
落
札
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
請
負
業
者

が
損
失
を
出
し
て
も
、
事

業
は
完
成
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

《
賛
成
①
》　
虫
が
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の

が
、
第
16
号
の
中
に
あ
る

の
で
、
虫
が
入
っ
て
こ
な

い
こ
と
を
優
先
し
て
、賛
成
。

《
反
対
②
》
今
回
の
契
約

の
中
に
虫
の
こ
と
が
あ
る

が
、
虫
は
入
る
と
思
う
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
虫
の

こ
と
が
入
っ
て
い
る
か
ら

賛
成
と
い
う
こ
と
は
お
か

し
い
と
思
っ
た
。

　
今
回
、
虫
の
こ
と
を
12

月
に
知
っ
た
と
い
う
の
に

疑
問
を
持
っ
た
か
ら
反
対
。

《
賛
成
②
》
工
事
内
容
の

変
更
は
、
い
ず
れ
も
給
食

セ
ン
タ
ー
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
子
供
た
ち
、衛
生
面
、

安
心
・
安
全
な
面
を
考
え
、

給
食
を
作
る
上
で
虫
を
防

除
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
計
画
変
更
を
さ
れ

て
い
る
。
安
心
・
安
全
な

給
食
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
や
む

を
得
な
い
。

《
反
対
③
》
と
に
か
く
立
派

な
、
衛
生
面
に
も
ア
レ
ル

ギ
ー
に
も
対
応
し
た
施
設
を

造
る
ん
だ
と
、
１
セ
ン
タ
ー

で
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
き
た
の
に
、
衛
生
面

で
、
３
月
１
日
に
北
有
馬
給

食
セ
ン
タ
ー
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
出
て
、
１
日
間
セ
ン

タ
ー
を
閉
鎖
し
て
、
提
供
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
３
月
11
日
の
文
教
厚
生
委

員
会
で
報
告
を
受
け
な
か
っ

た
し
、
そ
の
前
の
、
予
算
委

員
会
の
中
で
も
な
か
っ
た
。

な
ぜ
そ
う
い
う
最
も
大
事
な

こ
と
を
報
告
し
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
反
対
。

【
議
案
第
17
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
電
気
） 請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
反
対
①
》　
今
回
の
電
気

請
負
工
事
契
約
の
変
更
額

と
落
札
価
格
の
差
は
２
０

２
万
２
，
９
０
０
円
。
こ

の
お
金
は
、
事
業
者
の
利

益
か
ら
考
え
る
と
、
ほ
ん

の
僅
か
と
考
え
る
。
で
あ

る
か
ら
、
市
は
事
業
者
に

支
払
う
よ
う
に
と
指
導
す

る
の
が
適
当
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
、
市
の
ほ
う

が
変
更
額
を
出
す
こ
と

は
反
対
。

《
反
対
②
》
所
管
委
員
会

の
と
き
に
は
こ
の
件
に
反

対
し
な
か
っ
た
が
、
質
疑

で
、
最
初
の
設
計
図
書
の

中
に
、
業
者
の
ほ
う
が
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
施

設
等
の
変
更
、
手
を
加
え

て
し
た
場
合
は
そ
の
請
負

業
者
が
そ
の
分
は
持
つ
と

い
う
よ
う
な
契
約
内
容
が

あ
っ
た
の
に
と
聞
い
た

ら
、
額
も
軽
微
で
、
同
等

の
機
種
な
ら
ば
可
と
い
う

こ
と
で
、
そ
う
い
う
同
等

の
機
種
の
業
者
も
入
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
の
判
断
で
、
今
回
こ
の

よ
う
な
業
者
に
は
請
求
せ

ず
、
市
の
ほ
う
で
持
つ
と

い
う
よ
う
な
説
明
で
、
そ

の
と
き
に
は
、
ま
だ
判
断

で
き
か
ね
た
が
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
最
初
に
提
示
し

て
い
た
契
約
内
容
は
や
は

り
重
視
す
べ
き
と
い
う
こ

と
を
思
い
直
し
た
か
ら
、

こ
の
議
案
に
は
反
対
。

《
反
対
③
》
今
回
の
変
更
に

対
し
て
は
、
市
長
が
判
断

し
て
変
更
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
担
当
が
聞
き
取

り
を
し
て
合
意
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
市
長
に
は
後

か
ら
報
告
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
回
は
信
用
が
で
き
な
い

の
で
、
市
長
の
判
断
を
得

て
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

【
議
案
第
18
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
機
械
）
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
賛
成
①
》
今
回
の
契
約

変
更
は
ど
れ
も
や
む
を
得

な
い
事
情
な
ど
に
よ
り
、

よ
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
た
め
の
変
更
で
あ

る
の
で
、
賛
成
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。

《
反
対
①
》　
入
札
で
落
札

し
た
請
負
業
者
は
、
初
め

に
落
札
し
た
額
で
や
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
お
よ

そ
11
億
円
か
ら
22
億
円
へ

と
上
が
っ
た
こ
と
を
認
め

さ
せ
、
今
度
は
請
負
額
変

更
で
増
額
を
認
め
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
議
会
は

行
政
の
追
認
機
関
で
は

な
い
と
思
う
。

《
賛
成
②
》給
食
セ
ン
タ
ー

は
も
う
間
近
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
、
よ
り

よ
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を

造
る
た
め
の
必
要
な
予

算
だ
と
思
う
の
で
、
こ

の
件
に
関
し
て
は
賛
成
。

《
反
対
②
》
今
回
こ
の
よ

う
な
追
加
が
出
て
き
て
、

特
に
矢
板
工
事
に
関
し
て

は
、
昨
年
５
月
、
６
月
に

工
事
し
て
、
金
額
も
分

か
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

こ
こ
ま
で
説
明
を
せ
ず

に
、
必
要
な
お
金
だ
か
ら

通
さ
ん
わ
け
に
は
い
か
ん

と
思
う
よ
う
な
段
階
で

ま
と
め
て
出
し
て
く
る

手
法
が
腹
立
た
し
い
。

　
責
任
と
い
う
の
は
上

に
立
つ
者
に
は
絶
対
伴

う
も
の
だ
と
思
う
し
、

こ
こ
ま
で
こ
の
計
画
が

右
往
左
往
し
な
が
ら
き

た
こ
と
に
対
す
る
何
ら

か
の
責
任
を
し
っ
か
り

示
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
③
》
今
の
既
存
の

給
食
セ
ン
タ
ー
を
い
か
に

残
す
か
と
い
う
こ
と
が
、

一
番
子
供
た
ち
が
望
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た

ち
の
バ
ッ
ク
に
は
市
民
が

い
る
こ
と
を
本
当
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
今
も

動
い
て
い
る
。
１
年
延
び

て
も
、
２
年
延
び
て
も
い

い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
予

算
を
否
決
し
て
も
、
何
も

誰
も
困
ら
な
い
。

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

賛
否
討
論
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議案第21号 令和２年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第22号 令和２年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第23号 令和３年度南島原市一般会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第24号 令和３年度南島原市国民健康保険事業特別会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第25号 令和３年度南島原市後期高齢者医療特別会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第26号 令和３年度南島原市水道事業会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第27号 令和３年度南島原市下水道事業会計予算 令和3年  3月22日 原案可決

議案第28号 令和２年度南島原市一般会計補正予算（第１４号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第29号 令和２年度南島原市下水道事業会計補正予算（第１号） 令和3年  3月22日 原案可決

議案第30号 令和３年度南島原市一般会計補正予算（第１号） 令和3年  3月22日 原案可決

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年  3月22日 答申（適任）

同意第1号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第2号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第3号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 令和3年  3月22日 同　　意

同意第4号 教育委員会委員の任命について 令和3年  3月22日 同　　意

閉会中における各委員会の継続調査申出について 令和3年  3月22日 決　　定

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号

18171614121110987654321

○：賛成　×：反対　△：棄権　議席番号13番・15番は欠員

令和3年第１回定例会で意見が分かれた議案の採決

〇△〇〇〇〇〇×〇×〇×〇〇×〇議案第16号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇×〇×〇×〇〇×〇議案第17号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇×〇×〇××××〇議案第18号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇×〇議案第23号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇議案第24号 原案可決
〇△〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇議案第25号 原案可決

議案番号 議決結果

議席番号

井
上

　末
喜

吉
岡

　
　巖

川
田

　典
秀

中
村

　久
幸

黒
岩

　英
雄

小
嶋

　光
明

松
永

　忠
次

隈
部

　和
久

吉
田
幸
一
郎

髙
木

　和
惠

柴
田

　恭
成

小
林

　知
誠

金
子
憲
太
郎

田
中

　次

　
　

近
藤

　一
宇

中
村

　哲
康

【
議
案
第
16
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
建
築
） 

請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
反
対
①
》
今
回
の
請
負

契
約
の
変
更
で
あ
る
が
、

入
札
の
上
、
落
札
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
請
負
業
者

が
損
失
を
出
し
て
も
、
事

業
は
完
成
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

《
賛
成
①
》　
虫
が
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の

が
、
第
16
号
の
中
に
あ
る

の
で
、
虫
が
入
っ
て
こ
な

い
こ
と
を
優
先
し
て
、賛
成
。

《
反
対
②
》
今
回
の
契
約

の
中
に
虫
の
こ
と
が
あ
る

が
、
虫
は
入
る
と
思
う
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
虫
の

こ
と
が
入
っ
て
い
る
か
ら

賛
成
と
い
う
こ
と
は
お
か

し
い
と
思
っ
た
。

　
今
回
、
虫
の
こ
と
を
12

月
に
知
っ
た
と
い
う
の
に

疑
問
を
持
っ
た
か
ら
反
対
。

《
賛
成
②
》
工
事
内
容
の

変
更
は
、
い
ず
れ
も
給
食

セ
ン
タ
ー
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
子
供
た
ち
、衛
生
面
、

安
心
・
安
全
な
面
を
考
え
、

給
食
を
作
る
上
で
虫
を
防

除
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
計
画
変
更
を
さ
れ

て
い
る
。
安
心
・
安
全
な

給
食
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
や
む

を
得
な
い
。

《
反
対
③
》
と
に
か
く
立
派

な
、
衛
生
面
に
も
ア
レ
ル

ギ
ー
に
も
対
応
し
た
施
設
を

造
る
ん
だ
と
、
１
セ
ン
タ
ー

で
や
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
き
た
の
に
、
衛
生
面

で
、
３
月
１
日
に
北
有
馬
給

食
セ
ン
タ
ー
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
出
て
、
１
日
間
セ
ン

タ
ー
を
閉
鎖
し
て
、
提
供
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
３
月
11
日
の
文
教
厚
生
委

員
会
で
報
告
を
受
け
な
か
っ

た
し
、
そ
の
前
の
、
予
算
委

員
会
の
中
で
も
な
か
っ
た
。

な
ぜ
そ
う
い
う
最
も
大
事
な

こ
と
を
報
告
し
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
反
対
。

【
議
案
第
17
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
電
気
） 請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
反
対
①
》　
今
回
の
電
気

請
負
工
事
契
約
の
変
更
額

と
落
札
価
格
の
差
は
２
０

２
万
２
，
９
０
０
円
。
こ

の
お
金
は
、
事
業
者
の
利

益
か
ら
考
え
る
と
、
ほ
ん

の
僅
か
と
考
え
る
。
で
あ

る
か
ら
、
市
は
事
業
者
に

支
払
う
よ
う
に
と
指
導
す

る
の
が
適
当
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
、
市
の
ほ
う

が
変
更
額
を
出
す
こ
と

は
反
対
。

《
反
対
②
》
所
管
委
員
会

の
と
き
に
は
こ
の
件
に
反

対
し
な
か
っ
た
が
、
質
疑

で
、
最
初
の
設
計
図
書
の

中
に
、
業
者
の
ほ
う
が
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
施

設
等
の
変
更
、
手
を
加
え

て
し
た
場
合
は
そ
の
請
負

業
者
が
そ
の
分
は
持
つ
と

い
う
よ
う
な
契
約
内
容
が

あ
っ
た
の
に
と
聞
い
た

ら
、
額
も
軽
微
で
、
同
等

の
機
種
な
ら
ば
可
と
い
う

こ
と
で
、
そ
う
い
う
同
等

の
機
種
の
業
者
も
入
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
の
判
断
で
、
今
回
こ
の

よ
う
な
業
者
に
は
請
求
せ

ず
、
市
の
ほ
う
で
持
つ
と

い
う
よ
う
な
説
明
で
、
そ

の
と
き
に
は
、
ま
だ
判
断

で
き
か
ね
た
が
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
最
初
に
提
示
し

て
い
た
契
約
内
容
は
や
は

り
重
視
す
べ
き
と
い
う
こ

と
を
思
い
直
し
た
か
ら
、

こ
の
議
案
に
は
反
対
。

《
反
対
③
》
今
回
の
変
更
に

対
し
て
は
、
市
長
が
判
断

し
て
変
更
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
担
当
が
聞
き
取

り
を
し
て
合
意
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
市
長
に
は
後

か
ら
報
告
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
回
は
信
用
が
で
き
な
い

の
で
、
市
長
の
判
断
を
得

て
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

【
議
案
第
18
号
】
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
機
械
）
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

《
賛
成
①
》
今
回
の
契
約

変
更
は
ど
れ
も
や
む
を
得

な
い
事
情
な
ど
に
よ
り
、

よ
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
た
め
の
変
更
で
あ

る
の
で
、
賛
成
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。

《
反
対
①
》　
入
札
で
落
札

し
た
請
負
業
者
は
、
初
め

に
落
札
し
た
額
で
や
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
お
よ

そ
11
億
円
か
ら
22
億
円
へ

と
上
が
っ
た
こ
と
を
認
め

さ
せ
、
今
度
は
請
負
額
変

更
で
増
額
を
認
め
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
議
会
は

行
政
の
追
認
機
関
で
は

な
い
と
思
う
。

《
賛
成
②
》給
食
セ
ン
タ
ー

は
も
う
間
近
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
、
よ
り

よ
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を

造
る
た
め
の
必
要
な
予

算
だ
と
思
う
の
で
、
こ

の
件
に
関
し
て
は
賛
成
。

《
反
対
②
》
今
回
こ
の
よ

う
な
追
加
が
出
て
き
て
、

特
に
矢
板
工
事
に
関
し
て

は
、
昨
年
５
月
、
６
月
に

工
事
し
て
、
金
額
も
分

か
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

こ
こ
ま
で
説
明
を
せ
ず

に
、
必
要
な
お
金
だ
か
ら

通
さ
ん
わ
け
に
は
い
か
ん

と
思
う
よ
う
な
段
階
で

ま
と
め
て
出
し
て
く
る

手
法
が
腹
立
た
し
い
。

　
責
任
と
い
う
の
は
上

に
立
つ
者
に
は
絶
対
伴

う
も
の
だ
と
思
う
し
、

こ
こ
ま
で
こ
の
計
画
が

右
往
左
往
し
な
が
ら
き

た
こ
と
に
対
す
る
何
ら

か
の
責
任
を
し
っ
か
り

示
す
べ
き
で
あ
る
。

《
反
対
③
》
今
の
既
存
の

給
食
セ
ン
タ
ー
を
い
か
に

残
す
か
と
い
う
こ
と
が
、

一
番
子
供
た
ち
が
望
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た

ち
の
バ
ッ
ク
に
は
市
民
が

い
る
こ
と
を
本
当
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
今
も

動
い
て
い
る
。
１
年
延
び

て
も
、
２
年
延
び
て
も
い

い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
予

算
を
否
決
し
て
も
、
何
も

誰
も
困
ら
な
い
。

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

賛
否
討
論
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常
任
委
員
会
に
お

い
て
出
さ
れ
た
少

数
意
見
に
つ
い
て
は
、
本

会
議
に
お
け
る
議
員
の
判

断
材
料
と
な
る
た
め
、
少

数
意
見
留
保
と
い
う
手
続

を
行
っ
た
上
で
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
出
席
議
員

の
過
半
数
に
よ
り
議
会
の

意
思
が
確
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
委
員
会
は
議

会
の
予
備
的
な
審
査
機
関

で
あ
り
、
委
員
会
で
の
審

査
過
程
や
意
見
は
、
本
会

議
に
お
け
る
議
員
の
判
断

材
料
と
な
る
た
め
、
委
員

会
で
の
少
数
意
見
を
保
護

し
、
本
会
議
で
の
審
査
の

判
断
材
料
と
す
る
必
要
性

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
定
の
手

続
を
行
っ
た
少
数
意
見
留

保
者
は
、
委
員
長
報
告
と

と
も
に
併
せ
て
報
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
議
長
は
少
数
意

見
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

場
合
は
、
少
数
意
見
留
保

者
に
報
告
を
さ
せ
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

Ａ Q
委
員
会
で
出
た
少
数
意
見
を
、

本
会
議
で
発
表
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

次回の定例会は
6月17日
開会の予定です

電話 0957-73-6611
詳しくは議会事務局へお尋ねください。

議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会

【
発 

行 

責 

任 

者
】

議

　
　長

林
田

　久
富

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

隈
部

　和
久

中
村

　久
幸

中
村

　哲
康

田
中

　次

金
子
憲
太
郎

吉
田
幸
一
郎

井
上

　末
喜

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

編

　集

　後

　記

　今
年
は
桜
の
開
花
が
早

く
、
議
会
広
報
紙
が
皆
様

に
届
く
頃
に
は
葉
桜
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
議
会

に
お
い
て
も
一
般
質
問
の

時
間
短
縮
や
休
憩
中
の
窓

開
閉
な
ど
感
染
の
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。　市

の
行
事
も
、
成
人
式
の

中
止
や
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小

な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
私

達
の
日
常
生
活
に
お
い
て

も
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　４
月
か
ら
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
が
少
な
い

た
め
に
全
て
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
接
種
で
き
る
ま
で

は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
を

要
す
る
よ
う
で
す
。

　発
症
の
予
防
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ワ
ク

チ
ン
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
に
な
り

ま
す
。
今
な
お
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
る
な
ど
不
自

由
な
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
災
害
か
ら
の
教

訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
の
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
普

段
の
平
穏
な
生
活
が
く
る

こ
と
を
願
う
毎
日
で
す
。

市
議
会

委
員

田

　中

　次

　
　

人

　事

　案

　件

固定資産評価審査委員会委員
任期（令和３年５月 26日～令和 6年 5月 25 日）

人権擁護委員
任期（令和３年７月１日～令和６年６月 30日）

栗田 幸隆 氏
（口之津町）

井口 敬次 氏
（南有馬町）

中村 信彦 氏
（南有馬町）

平山 智恵美 氏
（南有馬町）

松島 輝子 氏
（有家町）

隈部 　次郎 氏
（布津町）


